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紙
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

議
長
の
裁
定
が
出
た
場
合
、

与
野
党
と
も
に
従
う
国
会
の
伝

統
に
反
し
、
細
川
内
閣
総
理
大

臣
と
一
野
党
で
あ
る
自
民
党
の

党
首
河
野
総
裁
が
小
沢
一
郎
氏
だ
り
で
な
く
、
立
法
化
す
る
と

を
同
席
さ
せ
て
会
談
。
小
選
挙
と
。
そ
れ
は
弁
護
士
以
よ
の
職

区
三
百
比
例
代
表
二
百
の
定
人
芸
な
の
で
、
そ
の
技
術
を
習

数
、
比
例
代
表
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
得
中
で
す
」
と
応
え
た
。

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
要
請

，十
一
に
な
ど
、
自
民
党
の
要
求
「
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
に
端
を
発

の

ア

ピ

ー

ル

を

持

っ

て

、

各

識

を

の

ん

だ

形

で

合

意

し

て

し

ま

し

た

政

治

腐

敗

防

止

の

改

革

員

に

訴

え

る

事

に

な

っ

た

。

女

っ

た

。

が

、

い

つ

の

間

に

選

挙

制

度

の

性

た

ち

は

「

乙

の

ま

ま

ト

ッ

プ

大

脇

さ

ん

は

「

識

会

制

民

主

改

悪

、

小

選

挙

区

制

に

す

り

替

参
加
者
か
ら
、
「
政
治
改
革
し
か
し
、
出
席
し
た
国
会
識
全
く
盛
り
、
会
広
れ
て
お
ら
ず
、
厳
し
く
、
党
の
決
定
に
反
す
る
合
意
案
が
通
っ
た
ら
、
識

会

な

主

義

の

ハ

イ

ジ

ャ

ッ

ク

。
し
か
わ
っ
た
の
か
、
誰
が
仕
組
ん
だ

法
案
」
は
女
性
の
政
界
進
出
に
員
か
ら
情
勢
を
聞
く
、

2
っ
、
法
二
月
中
旬
ご
ろ
、
政
府
修
正
案
態
度
を
と
っ
た
識
員
は
、
H

決
ど
不
用
と
い
う
事
に
な
る
。
選

し

合

意

は

あ

く

ま

で

も

合

意

。

の
か
」

大
打
撃
を
与
え
る
と
懸
命
に
反
案
は
可
決
さ
れ
た
と
い
う
が
百
(
ま
た
は
識
員
立
法
)
と
し
て

死
の
思
い
H

で

一

票

を

投

じ

た

挙

制

度

は

、

で

き

る

事

な

ら

国

マ

ス

コ

ミ

で

は

成

立

し

た

よ

う

「

供

託

金

を

支

払

っ

て

立

候

対
運
動
を
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
必
可
決
さ
れ
た
わ
り
で
な
く
施
上
程
さ
れ
る
事
を
知
っ
た
。

と

い

う

が

、

今

度

は

、

内

容

を

民

投

票

に

し

た

い

ほ

ど

の

大

聞

な

報

道

を

し

て

い

る

が

、

両

院

補

を

考

え

て

い

る

。

小

選

挙

区

参
院
で
否
決
さ
れ
た
時
は
つ
れ
行
日
は
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ

合

意

の

内

容

は

、

間

少

し

で

も

よ

く

す

る

か

ど

う

か

題

。

憲

政

史

上

に

汚

点

を

残

さ

を

適

ら

な

い

合

意

は

法

律

で

は

制

は

お

金

が

か

か

ろ

な

い

と

言

し
か
っ
た
が
、
急
転
直
下
の
ト
ま
た
、

可
決
さ
れ
た
法

案

は

昨

題

の

あ

る

法

案

を

さ

ら

に

悪

く

が

争

点

。

な

い

よ

う

良

心

の

一

四

一討

を

投

な

い

。
二
月
に
政
府
修
正
案
か
わ
れ
て
い
る
が
」
と
の
質
問
に

ッ
プ
合
意
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
貯
秋
衆
院
を
通
過
し
た
政
府
案
す
る
も
の
。
法
案
の
時
は
、
各

「良
識
を
も
っ
て
投
票
ー
ー
、
じ
、
大
逆
転
を
は
か
つ
て
ほ

し

議

員

立

法

の

形

で

再

び

法

案

が

「そ
れ
は
神
話
。
む
し
ろ
激
烈

た
と
い
う
発
言
が
相
次
い
だ
。

で、

ト
ッ

プ

間

合

意

の

内

容

は

党

に

よ

る

締

め

つ

け

が

非

常

に

ト

ッ

プ

合

意

の

改

悪

案

を

許

さ

い

」

と

要

望

し

て

い

る

。

提

出

さ

れ

た

時

、

再

度

闘

う

チ

な

闘

い

と

な

り

地

域

へ

の

利

益

ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
誘
導
が
な
い
と
当
選
し
に
く
く

②
重
複
立
候
補
を
認
め
、
落
政
党
要
件
を
制
度
的
に
越
え
ろ
れ
を
容
認
し
た
ま
ま
の
、
公
費
参
加
者
か
ら
は
、
「
政
治
家
な
る
。
政
党
要
件
を
満
た
さ
ず

選
し
た
候
補
者
が
比
例
代
表
制
れ
な
い
た
め
、
立
候
補
の
道
が
助
成
は
ま
さ
に
両
手
に
花
。
政
は
結
果
の
責
任
を
間
わ
れ
る
の
に
比
例
区
に
候
補
者
を
出
す
に

で
救
済
さ
れ
る
た
め
、
全
体
と
閉
ざ
さ
れ
る
。
二
婦
で
も
切
り
党
要
件
を
満
た
せ
な
い
団
体
に
で
あ
り
、
土
井
さ
ん
の
判
断
は
は
、

一
人
六
百
万
円
の
供
託
金

し
て
は
準
小
選
挙
区
制
と
な
捨
て
ら
れ
る
死
票
は
百
万
票
と
公
費
助
成
は
な
い
。

甘
か
っ
た
」
と
の
声
も
。

が
三
十
人
分
、
一
億
八
千
万
円

る
。

な

る

。

参

議

院

で

の

否

決

後

、

両

院

こ

れ

に

対

し

、

「

政

治

の

力

が

必

要

。
仮
に
五
人
が
当
選
し

③
政
治
資
金
規
正
法
改
正
で
④
企
業
・
団
体
献
金
は
政
党
協
議
会
で
も
決
裂
。
そ
の
後
の
学
は
そ
の
人
の
醤
憲
や
意
図
と
て
も
、
当
選
人
数
の
二
倍
を
差

は
、
政
党
と
は
衆
参
議
院
議
員
が
受
け
取
る
。
政
党
支
部
の
数
土
井
衆
議
院
議
長
の
提
案
は
、
は
異
な
る
形
で
動
く
が
、
結
果
し
引
い
た
こ
十
人
分
の
一
億
二

五
人
以
よ
を
有
す
る
か
、
間
近
に
制
限
が
な
い
-
つ
え
に
、
政
治
「
施
行
の
時
期
を
別
に
法
律
で
の
責
任
を
間
わ
れ
る
の
は
受
り
千
万
円
は
没
収
。
そ
う
い
う
挑

に
行
わ
れ
た
選
挙
で
有
効
投
票
家
個
人
を
指
定
で
き
る
た
め
、
定
め
た
土
で
、
今
国
会
で
可
決
止
め
た
い
。
私
が
政
治
に
か
け
戦
が
普
通
の
市
民
に
で
き
る
で

総
数
の
三
佑
(
細
・
河
会
談
で
政
党
を
適
し
て
今
ま
で
通
り
、
成
立
。
別
途
時
期
通
常
国
会
に
る
の
は
、
例
え
ば
パ

l
ト
タ
イ
し
よ
う
か
」

。

は
二
物
)
以
上
を
得
票
し
て
い
自
由
に
不
透
明
に
政
治
資
金
を
お
い
て
改
革
に
関
す
る
協
轍
期
ム
法
そ
の
他
の
よ
う
に
、
パ

1

弁
護
主
と
し
て
三
十
数
年
、

る
政
治
団
体
か
ら
し
か
立
候
補
集
め
ら
れ
る
。

闘
を
設
け
て
法
案
の
改
正
と
所
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
学
者
と
弁
護
士

ニ
物
条
項
で
切
り
捨
て
ろ
れ
る

で
き
な
い
。
日
本
で
は
国
民
の
⑤
政
党
助
成
法
で
は
、
政
党
要
の
措
置
を
こ
う
じ
た
よ
で
、
と
議
員
が
活
動
を
共
に
し
て
、
側
の
人
た
ち
と
か
か
わ
り
、
そ

政
党
比
率
が
少
な
い
。
加
え
て
に
三
百
九
億
円
の
公
費
助
成
を
施
行
期
日
を
定
め
る
法
律
を
制
先
例
を
作
り
法
律
を
作
る
。
乙
の
運
動
を
進
め
る
上
で
社
会
党

既
成
の
政
党
で
は
な
い
新
し
い
す
る
。
現
状
の
政
治
資
金
の
流
定
す
る
」
と
、
施
行
期
日
を
自
れ
ま
で
の
よ
う
に
声
を
届
廿
る
に
可
能
性
を
求
め
、
比
例
区
か

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
一

蓄
量
建

3
3
2
5
5
5戸
妥
結
護
送
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正

で

は

不

十

分

で

あ

り

、

眉

用

一

陪

露

支

矧

」

右

く

ゼ

F
・

2ス
テ
ー
ジ
で
の
男
女
差
別

E
I
E
4
4
4
J
'

‘

の

禁

止

、

結

果

的

に

女

性

に

不

-「
、
1
4
E
I
-
-
E
L
'
Z

利
益
を
も
た
色
玄
間
接
差
包

労

働

大

臣

ら

ヘ

意

見

書

を

読

世

も

差

別

に

規

定

し

、

ァ

フ

ァ
l

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
規

l
i
f
t
J
A|
川
|

刊

JI--ー川
lala--

室
、
男
女
機
会
均
等
法
に
基
実
実
行
あ
る
救
済
措
置
が
と

日

本

弁

議

士

連

合

会

一

づ

く

指

針

の

改

密
室
合
意
の
政
治
改
革

集
会
ア
ピ
ー
ル

(冒
喜
)

私
た
ち
は
、
政
治
改
革
は
、

金
権
体
質
の
絶
滅
に
と
そ
あ

る
と
考
え
、
腐
敗
政
治
防
止

法
の
制
定
を
強
く
要
求
し
続

り
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
だ
り
に
政
府
案
を
さ

ち
に
改
悪
し
た
グ
修
正
案
H

が
政
府
修
正
案
ま
た
は
議
員

立
法
に
よ
っ
て
今
国
会
に
上

程
さ
れ
さ
っ
と
す
る
乙
と
に

大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
参
識
院
で
否
決
さ
れ

た
も
の
が
ヲ
ト
y
プ
会
談
H

に

よ
っ
て
大
幅
に
改
悪
し
た
法

案
に
す
り
か
-え
る
と
と
は
、

言
語
道
断
で
す
。
万
一
に
も

こ
の
合
意
を
骨
子
と
し
た
法

婦
選
会
館
女
た
ち
の
緊
急
集
会

日
本
弁
護
士
連
合
会
〈
両
性

の
平
等
委
員
会
〉
で
は
、
九
日
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
基

づ
く
指
針
の
改
正
案
及
び
女
子

労
働
慈
軍
規
則
改
正
案
要
綱
の

川

面

E
E
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劃
回
国
E
E
-
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E
冒
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E
E
E回
E
E
E
E
E
E
E
E
E

立
屋
に
作
っ
て
も
ら
い
、
パ
ー
テ
ィ
や
イ
ン
ド
人
の
わ
り
に
も
な
る
し
、

カ
ギ
を
結
び
つ
げ
て
キ
l
ホ
州

圃
圃
圃
圃
圃
問

a--EEE---EEN-
-
E
B
-
-圃
家
を
訪
問
す
る
事
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
チ
ョ

Z
ル
ダ
l
代

わ

り

に

も

な

る

。

酬

語

圏

圃

，

H
削

u-aロ
・
団
団
園
山

a-a'h・
〓

h
F，

圃

圃

圃

圃

九

寸

圃
圃
圃
圃

E
E
E・
E
・
官
必

Fueu-脳
圃

圃

圃

園

田

リ

l
は
体
に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
い
た
胸
を
お
お
う
役

A
て
か
こ
の
サ
リ
ー
も
実
際
に
着
て
み
る
と
チ
ョ
リ
1
は
川

山

香

目

圃

t
E圃

1圃
E
E
E
E
割
の
小
さ
な
ブ
ラ
ウ
ス
の
と
と

2
2
5
L
;ブレ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
ト
と
君
主
翼
っ

川

川

行

イ
ン
ド
の
女
性
の
伝
統
的
、
代
表
控
室
サ
リ
体
で
十
万
人
余
り
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ン
ド
宗
け
、
胴
か
ち
下
に
は
、
く
る
さ
ま
で
の
長
さ
の
ぺ
〆
4

互
に
ぴ
っ
た
り
で
、
窮
屈
。
後
ろ
に
季
り
し
た
左
川

川

イ寸

!
は
、
数
多
い
民
族
衣
装
の
中
で
愚
も
優
雅
な
美
し
教
的
人
口

(一

九
八
一
年
)
は
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
八
チ
コ
l
ト
を
ウ
エ
ス
ト
の
と
ζ
ろ
で
紐
で
し
っ
か
り
仏
訟

S
肩
の
端
も
、
す
ぐ
ず
り
活
ち
て
、
と
の
端
に
台
所
で
川

川

居

さ

を

持

つ

も

の

で

あ

る

、

と

言
わ
れ
て
い
る
。

ニ

・
表
、
イ
ス

-Z教
徒
二

・
四
傷
、
キ
リ
ス
結
ん
で
着
る
。
そ
れ
か
ら
サ
リ
l
産
量
き
つ
け
恒
ド
火
が
つ
い
た
り
、
車
の
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
て
引
き
ず
川

川

鳥

子

詰

問

し

て

イ

ン

ド

で

ス

カ

ー

ト

を

は

い

て

ト

教

徒

ニ

・
因
物
、
シ
1
ク
教
徒
二

・
家
、
仏
教
る
。

一一
川
い
ら
れ
た
り
す
る
イ
ン
ド
の
女
性
の
事
故
も
少
な
く
な
川

川

い

る

女

性

は

首

都

の

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
た
い
徒
0
・
七俗、

ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
0
・
五
像
、
そ
の
他
サ
リ
l
は
留
置
さ
が
約
六
1
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
が

o

b
仰
凶
い
。
体
を
長
い
布
で
巻
い
て
い
る
の
で
歩
い
て
も
つ
川

川

3

へ
ん
に
少
な
い
。
ジ
ー
ン
ズ
盗
も
、
ス
カ
ー
ト
よ
り

0
・
四
川
等
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
乙
の
0
・
四

・

九

1
7
二
メ
ー
ト
ル
の
一
枚
旦
布
で
あ
る
。
巻

'

!

ま
ず
い
て
レ
芯
う
。
と
の
サ
リ
l
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
川

川
引
は
女
子
学
生
の
聞
で
見
か
け
る
が
、
多
く
な
い
。

め

の

中
に
入
る
。

き
つ
け
方
は
、
サ
リ
l
の
端
の
き
れ
い
な
柄
の
な
い
み

C
の
女
性
も
手
放
さ
な
い
。
女
性
を
美
し
く
見
せ
る
と
川

川

市

ボ
ン
ベ
イ
は
イ
ン
ド
で
も
っ
と
も
モ
ダ
ン
な
都
市
サ
リ
l
は
紀
元
前
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
生
き
残
方
の
端
を
右
脇
か
ら
ペ
チ
コ
1
ト
に
は
さ
み
込
み
な

/

か
、
イ
ン
ド
の
男
性
が
好
む
の
で
男
性
を
満
足
さ
せ
川

川

に

で
あ
る
。
そ
し
て
パ
l
シ
l
、

す

な

わ

ち

ゾ

ロ

ア

ス

主

語

;
3一3211SJkv
v
L
る
た
め
だ
。

川

川

イ

タ
l
(揮
さ

薬

事

く

住

ん

で

い

る

。

彼

ら

は

以

漆

警

護

忍

畿

支

議

議

選

議

ぶ

淡

愛

討

議

品

川

絞

殺

汁

気

候

、

風

土

も

あ

る

が

、

軍

年

に

わ

た

る

サ

リ

l

川

川

悪

化

が

愚

も

進

ん

で

い

て

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教

徒

撃

機

一三

〆

懸

飼

揺

れ

?

唾

ふ

…子

d
…一
滴
葬
祭
州
統
的
機

美

の
警
こ
ま
ニ
ン
ド
ウ
l
教

と

い

言

語

に

川

一

審

詰
竹
特
別
代
訪
れ
十
円

露

線
灘
鶏
義
変
型
機紛饗
警

護

j
読
む
わ
れ
わ
品
川
当
日

議

。マ

右

川

国
誓
-

ス
タ
l
教
徒
は
ボ
ン
ベ
イ
草
心
に
し
て
イ
ン
ド
会
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
の
人
々
で
ヒ
ン
ド
ゥ
l
震
が
が
ら
、

一警
、
さ
ら
に
も
つ
一
巻
き
す
る
柄
カ
:
;
一
カ
所
も
誇
れ
て
い
な
い
し
、
切
ら
れ
て
い
な
い
川

川

悩

辺

、

J

場

圧
倒
的
急
で
あ
る
が
、
そ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
の
入
っ
て
い
る
方
議
室
肩
か
ら
後
ろ
に
垂
ら
寸
郵
胞
咽

一枚
の
布
で
あ
る
。
需
の
女
性
童
話
の
ヒ
ン
川

川

清

注

文

¥n句
:

女
、
、
特
語
既
婚
者
は
サ
リ
l

季
て
い

。。
も
と
分
な
の
霊
妻
子
警
を
決
処
左
肩
ま
で
胸

E44
ド
ゥ
l
教
の
-
-
え
に
縛
ら
れ
て
い
雪
令
つ
に
、
サ
川川

川

h

F

2

1FAS酒
船
齢
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
シ
l

ぞ
っ
て
布
室
ぇ
、
残
り
の

2
8央の
腹
の
匡
箆
ー
も
捨
て
る
と
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
川

議

援

基

義

務

総

議

ク

教

徒

、

仏

襲

、

ジ

ャ

イ

ナ

薬

、

一

部

の

イ

ス

上

最

一

一

0
セ
ン
チ
の
プ
リ
ー
ツ
を
つ
く
り
、
そ
信
筆
者
H
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ヲ
|
ル

ネ

2
2
川

…

鑑

三

之

鱒

凶

劉

際

総

ラ

ム

撃

の

を

サ

Y
蓄
て
い
る
o
働
く
女
る
え
て
ウ
エ
ス
ト
に
折
り
込
む
。
余
っ
た
布

E
b
z土警
察

局

塑

妻
子
安

学

専

任

川

Rt
dd

~
F
V
協

調
纏
掴
唖
.
膨
謬
繍
艇
臨
闘
性
も
サ
ソ
l
獲
で
あ
り
、
サ
リ
l
姿
で
バ
イ
ク
に
も
ス
ト
に
入
れ
て
で
き
上
が
り
で
あ
る
o

J
句

檎

時

川

E
 

山

d
rJ襲撃
織

機

首

乗

っ
て
い
る
。

後

ろ
に
垂
ら
す
部
分
量
に
ま
わ
し
て
シ
ョ

1
3
反

川

一

機

側

ム

畿
畿
機
畿
畿
臨
醐
闘
イ
ン
ド
に
い
て
と
ん
な
に
ぎ
く
優
雅
な
サ
リ
!
ル
の
よ
つ
に
体
を
お
お
っ
た
り
、
頭
に
か
ぶ
っ
た
り
、

E調
整

ロ

月

泊

日

号
の
乙
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
日
本
州

級

機

騒
警
機
欝
麟
麟
圏
闘
を
観
賞
し
て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
絹
、

T
P
Oに
合
わ
せ
る
。
後
ろ
右
寝
室
前
に
ま
わ
ど
の
人
口
増
加
率
昼
間
八
O
万
人

1
8万
人
と
あ
川

川

工
一
引
引

ヂ

V
Eぢ川
5
1
7デ
ス

綿

、

ジョ
ー
ゼ
ット
な
ど
各
種
の
材
質
の
サ
リ
ー
を
し
て
左
脇
に
は
さ
み
込
ん
で
、
蓄
な
嘉
す
る

o
JhF
り
ま
し
た
が
、
患
近
五
年
閣
の
日
恋
人
口
増
加
は
川

川

(筆
毒
影
)

買
い
、
そ
れ
に
合
つ
チ
ョ
リ
!
と
ベ
チ
コ
l
よ
在
端
の
を
ろ
は
と
ぶ
し
の
よ
う
に
結
ん
で
サ
イ
フ
代
年
約
四
O
万
人
で
す

o
Eい
た
し
ま
す
。

川
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全国婦人新聞

H

密
室
合
歩

で
「
政
治
改
革
」
法
案
が
通
っ
て
し
ま
っ
ぺ
ど
っ
な
っ
て
い
る
の
つ
ど
つ
し
た
、
同
r、
と
い
う
患
い
で
、

二
月
八
日
、
東
京
・
婦
選
会
館
で
、
女
性
た
ち
の
緊
急
集
会
「
ど
つ
な
っ
て
る
の
永
田
町
つ
事
り
し
は
、
女
性
は
・
:
」
と
い

う
集
会
が
開
か
れ
ぺ

七
人
の
議
員
と
約
百
五
十
人
の
参
加
者
で
会
場
に
入
り
切
れ
な
い
惨
た
つ
え

弱
者
切
り
捨
て
腐
敗
容
認

大
脇
議
員
の
集
い
徹
底
的
に
闘
う
f

【
名
古
屋
】

政
治
改
革
関
連

四
法
案
に
反
対
票
を
投
じ
た

「
参
議
院
議
員
大
脇
雅
子
さ
ん

に
共
鳴
し
運
動
す
る
緊
急
の
集

い
」
が
、
二
月
五
日
(
土
〉
夜、

名
古
屋
で
開
か
れ
た
。

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
勤

労
会
館
二
階
ホ
l
ル
で
聞
か
れ

た
。小
選
挙
区
制
度
に
反
対
を
続

り
て
き
た
大
脇
さ
ん
は
、
今
回

の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

の
問
題
点
は
、
民
意
を
反
映
し

な
い
少
数
者
切
り
捨
て
と
、
政

治
資
金
の
流
れ
の
不
透
明
さ
な

ど
だ
と
言
う
。

①
公
職
選
挙
法
改
正
で
は
、

小
選
挙
区
制
と
な
り
、
識
貝
は

一
人
し
か
選
出
さ
れ
な
い
。

当
選
が
一
人
と
な
れ
ば
よ
り

激
烈
な
選
挙
戦
と
な
り
、
選
挙

費
用
も
増
加
。
女
性
や
撃
の
根

グ
ル
ー
プ
、
市
民
団
体
等
の
候

補
者
は
当
選
し
に
く
く
な
る
。

東海地方で1人、多院でも12人のうちの 1人として、
狙狙感狐立感と闘った。今日は励まされましたと大

脇議員。司会は弁護士の佐藤典子さん

緊
急
に
も
か
か
わ
色
ず
約
二

百
名
が
参
加
。
小
選
挙
区
制
や

政
治
状
況
を
語
り
、
圧
力
や
孤

立
感
と
戦
い
な
が
ら
信
念
を
貫

い
た
大
脇
さ
ん
を
励
ま
し
、
女

性
や
弱
者
の
声
が
反
映
さ
れ
な

い
法
案
に
対
し
て
、
息
長
い
反

対
を
続
け
る
事
を
醤
い
あ
っ

た
。会
は
、
呼
び
か
け
人
代
表

・

ウ
ィ
ン
女
性
企
画
・
高
橋
ま
す

み
さ
ん
が
挨
拶
で
語
っ
た
よ
う

に
、
「
草
の
根
グ
ル
ー
プ
に
参

加
す
る
も
の
と
し
て
、
力
な
い

も
の
の
声
が
圧
殺
さ
れ
る
息
苦

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
友
人
と

し
て
も
何
か
し
た
い
と
の
思
い

に
か
ろ
れ
る
」
人
々
九
十
一
人

寄
せ
ら
れ
h

仕
が
き
、手紙、
フ
ァ

ッ
ク
ス
等
同
悼
み
ろ
与
C

包
品
に
い

っ
ぱ
い
。
中
に
は
声
援
ば
か
り
で

な
く
抗
緩
や
脅
し
も
あ
っ
た

案
が
成
立
す
れ
ば
、
一
般
の

民
意
は
ほ
と
ん
ど
反
映
し
な

い
恐
る
べ
き
識
会
制
度
が
確

立
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
、
福
祉
目
的
税
構
想

が
に
わ
か
に
浮
上
し
ま
し
た

が
、
政
党
助
成
金
の
返
上
、

企
業
団
体
献
金
の
無
条
件
の

廃
止
、
汚
職
容
疑
議
員
の
即

時
喚
問
等
を
実
行
す
る
と
と

な
く
し
て
増
税
案
を
構
想
す

る
事
は
、
不
遜
倣
慢
の
行
為

と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
伝
え
ら
れ
る

修
正
案
(
改
悪
案
)
の
上
程

に
強
く
抗
議
し
、
良
心
的
融

員
に
よ
る
真
の
修
正
案
の
提

案
を
要
望
し
ま
す
。

圏
愚
高
裁
、

大
阪
府
水
道
部

の
接
待
公
開
を
支
持

八
回
、
大
阪
府
の
水
道
部
が

会
議
費
の
名
目
で
支
出
し
た
懇

談
会
費
の
公
開
を
住
民
が
求
め

た
行
政
訴
訟
で
、
「
全
面
公
開
」

と
し
た
二
審
判
決
を
最
高
裁
が

支
持
。
圃
二
十
五
年
ぶ
り
の
大
雪
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

十
二
日
、
東
京
で
は
積
雪
二

十
三
号
と
い
う
大
雪
。
乙
れ
は

六
九
年
に
三
十
円
ンを
観
測
し
て

以
来
の
記
録
。
岡
田
、
第
十
七

回
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
五
輪
大

会
が
開
会
。
六
十
六
カ
国
、
約

二
千
二
百
人
の
選
手
出
場
は
史

上
最
多
。

圃
沖
縄
劃
知
恵
、
女
性
か
ら

女
性
へ

東
京
都
に
つ
い
で
全
国
二
人

目
の
女
性
副
知
事
に
な
っ
た
沖

縄
県
の
尚
弘
子
さ
ん
が
十
八
日

退
任
。
後
任
に
、
東
門
(
と
う

も
ん
)
美
津
子
さ
ん
が
決
ま
っ

た
。
東
門
さ
ん
は
、
米
国
民
政

府
職
員
な
ど
を
経
て
、
九

一
年

に
県
国
際
交
流
財
団
事
務
理

事
。
県
女
性
問
題
懇
話
会
座
長

と
し
て
、
女
性
政
策
に
力
を
入

れ
て
き
た
。

圃
璽
示
・
「
人
口
と
開
発
」

で
賢
人
会
議
開
く

今
秋
、
カ
イ
ロ
で
聞
か
れ
る

国
際
人
口
開
発
会
識
の
準
備
活

動
と
し
て
、
「
人
口
と
開
発
に

関
す
る
賢
人
会
識
」
が
、
国
連

人
口
慈
蚕
な
ど
の
主
催
に
よ
り

聞
か
れ
た
。
環
境
や
女
性
の
権

利
を
お
り
と
ん
だ
東
京
宣
言
を

休
刊
の
お
し
ら
せ

誠
に
勝
手
な
が
ら
、

2
月
お
日
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

ち
の
立
候
補
を
決
意
し
た
大
脇

さ
ん
。
脅
し
ゃ
締
め
つ
り
の
嵐

の
後
、
最
終
的
に
は
「
会
派
を

出
る
に
及
ば
ず
と
の
事
な
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
社
会
党
の

護
憲
共
同

〈民
主
連
合
)
に
止

ま
り
、
憲
法
を
、
平
和
を
、
人

権
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
議

員
と
し
て
徹
底
的
に
闘
い
鍍

く
」
と
の
言
葉
に
、
会
場
の
参

加
者
は
力
一
杯
の
拍
手
で
声
援

を
送
っ
た
。

(フ
リ
上
フ
イ
タ

l
・
岡
久
妻

子
)

o
i
l
i
-
-.
.
...
 ，E4
.
，，E
且且・・・1
1
1
1
1
1

二
十
五
年
ぶ
り
と

¥
ぽ
一
か
の
雪
が
、
音
も
な

一
ぽ

一
く
、
し
ん
し
ん
と
降

fu~っ
た
夜
。
リ
レ
ハ
ン

〆
対
メ
ル
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会

・
開
会
式
を
み
た
。
い

い
開
会
式
だ
な
あ
、
と
思
っ
た

V
環
境
に
と
だ
わ
り
、

自
然
を

壇
さ
ぬ
よ
う
留
意
し
た
会
場
は

心
な
ご
む
美
し
さ
だ
。
開
会
式

の
演
出
も
毘
族
色
が
強
く
て
、

平
和
へ
の
思
い
を
打
ち
出
し
、

感
動
的
だ
っ
た
V
地
中
か
ら
顔

を
出
し
た
大
き
な
卵

(ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
神
話
で
生
命
を
象
徴
す

る
の
だ
そ
う
だ
)
が
、
立
ち
上

が
る
と
、
地
球
犠
に
変
身
し
、

そ
れ
が
四
つ
に
割
れ
る
と
、
出

て
き
た
の
は
平
和
の
摘
。
天
に

上
っ
て
い
く
鳩
は
、
極
北
の
地

で
は
、
ホ
ン
モ
ノ
の
鳩
は
凍
死

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
事

で
、
風
船
。
素
直
に
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
V
十
年
前
の
開
催

地
、
サ
ラ
エ
ボ
の
人
々
の
た
め

に
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
た
の
も

よ
か
っ
た
。
と
か
く
商
業
主
義

が
目
立
ち
す
ぎ
る
近
頃
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
素
朴
な
感
じ

が
漂
い
、
好
ま
し
い
。
近
頃
女

性
の
中
で
H

男
女
同
権
先
進
国
μ

と
し
て
注
目
の
的
の
ノ
ル
ウ
ェ

ー
ー
ー
、
ま
す
ま
す
H

好
感
度
H

が
よ
が
り
そ
う
だ
V
男
女
平
等

の
国
の
開
会
式
で
、
進
行
役
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
、
参
加

者
も
男
女
半
分
ず
つ
。
各
国
選

手
団
の
入
場
の
時
の
先
導
役
も

H

若
い
女
性
H

を
改
め
、
子
ど

も
か
ろ
年
寄
り
ま
で
の
よ
般

の
人
d

に
し
た
と
。
聖
火
リ
レ
ー

の
最
終
は
、
自
の
不
自
由
な
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
女
性
選

手
。
何
も
か
も

一
味
違
つ
。
こ

う
し
た
開
会
式
の
裏
方
を
務
め

る
一
人
に
「
人
形
の
家
」
の
劇

作
家
、
へ
ン
リ
ク
・
イ
プ
セ
ン

の
玄
孫
(
孫
の
孫
)
が
い
る
と

朝
日
新
聞
は
伝
え
て
い
た
V
名

は
ノ
ラ
・
イ
プ
セ
ン
さ
ん
。
ノ

ラ
は
も
ち
ろ
ん
「
人
形
の
家
」

の
主
人
公
。
伺
と
も
楽
し
く
な

る
話
だ
が
。
そ
れ
に
し
て
も
、

女
性
に
人
形
で
な
く
、
人
間
と

し
て
生
き
る
事
を
宣
言
さ
せ
た

ひ
い
ひ
い
じ
い
さ
ん
は
、
自
分

の
国
が
総
理
も
三
大
政
党
の
党

首
も
女
性
が
占
め
る
よ
う
な
国

に
な
る
事
を
想
像
し
た
だ
ろ
う

か
?

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|
|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。

第 1056号

戸ファーマティブ

戸フションで

女性の則立向上をI!

第三種郵便物認可}

山/vvご!1，，'Ii，h'川 V'J'J"V

1年 5，000円
(iJijl送料900111を作む)
J見令-切手.1M f'，'で。li制約
H3[1I1づf!:ll
10日・20B.30日

昭和46年 7月30日(1950年 4月創刊安斎 ノ、 来斤'8拐国壬主r〈日曜日〉

先行所

全国婦人新聞社

〒160東京都新宿区西新宿
3-7-28 宝章西新宿ビル
電話 03(3343)1846刊
FAX 03(3348)1890 
振替口座東京(5)172320 

本紙は女性!こよる平和と平等を推進します

1994年 2月 20日

回

覧

)
 
-(
 

紙
に
し
た
も
の
だ
っ
た
。

議
長
の
裁
定
が
出
た
場
合
、

与
野
党
と
も
に
従
う
国
会
の
伝

統
に
反
し
、
細
川
内
閣
総
理
大

臣
と
一
野
党
で
あ
る
自
民
党
の

党
首
河
野
総
裁
が
小
沢
一
郎
氏
だ
り
で
な
く
、
立
法
化
す
る
と

を
同
席
さ
せ
て
会
談
。
小
選
挙
と
。
そ
れ
は
弁
護
士
以
よ
の
職

区
三
百
比
例
代
表
二
百
の
定
人
芸
な
の
で
、
そ
の
技
術
を
習

数
、
比
例
代
表
の
ブ
ロ
ッ
ク
を
得
中
で
す
」
と
応
え
た
。

な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
要
請

，十
一
に
な
ど
、
自
民
党
の
要
求
「
ゼ
ネ
コ
ン
汚
職
に
端
を
発

の

ア

ピ

ー

ル

を

持

っ

て

、

各

識

を

の

ん

だ

形

で

合

意

し

て

し

ま

し

た

政

治

腐

敗

防

止

の

改

革

員

に

訴

え

る

事

に

な

っ

た

。

女

っ

た

。

が

、

い

つ

の

間

に

選

挙

制

度

の

性

た

ち

は

「

乙

の

ま

ま

ト

ッ

プ

大

脇

さ

ん

は

「

識

会

制

民

主

改

悪

、

小

選

挙

区

制

に

す

り

替

参
加
者
か
ら
、
「
政
治
改
革
し
か
し
、
出
席
し
た
国
会
識
全
く
盛
り
、
会
広
れ
て
お
ら
ず
、
厳
し
く
、
党
の
決
定
に
反
す
る
合
意
案
が
通
っ
た
ら
、
識

会

な

主

義

の

ハ

イ

ジ

ャ

ッ

ク

。
し
か
わ
っ
た
の
か
、
誰
が
仕
組
ん
だ

法
案
」
は
女
性
の
政
界
進
出
に
員
か
ら
情
勢
を
聞
く
、

2
っ
、
法
二
月
中
旬
ご
ろ
、
政
府
修
正
案
態
度
を
と
っ
た
識
員
は
、
H

決
ど
不
用
と
い
う
事
に
な
る
。
選

し

合

意

は

あ

く

ま

で

も

合

意

。

の
か
」

大
打
撃
を
与
え
る
と
懸
命
に
反
案
は
可
決
さ
れ
た
と
い
う
が
百
(
ま
た
は
識
員
立
法
)
と
し
て

死
の
思
い
H

で

一

票

を

投

じ

た

挙

制

度

は

、

で

き

る

事

な

ら

国

マ

ス

コ

ミ

で

は

成

立

し

た

よ

う

「

供

託

金

を

支

払

っ

て

立

候

対
運
動
を
し
た
。
そ
れ
だ
け
に
必
可
決
さ
れ
た
わ
り
で
な
く
施
上
程
さ
れ
る
事
を
知
っ
た
。

と

い

う

が

、

今

度

は

、

内

容

を

民

投

票

に

し

た

い

ほ

ど

の

大

聞

な

報

道

を

し

て

い

る

が

、

両

院

補

を

考

え

て

い

る

。

小

選

挙

区

参
院
で
否
決
さ
れ
た
時
は
つ
れ
行
日
は
白
紙
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ッ
プ

合

意

の

内

容

は

、

間

少

し

で

も

よ

く

す

る

か

ど

う

か

題

。

憲

政

史

上

に

汚

点

を

残

さ

を

適

ら

な

い

合

意

は

法

律

で

は

制

は

お

金

が

か

か

ろ

な

い

と

言

し
か
っ
た
が
、
急
転
直
下
の
ト
ま
た
、

可
決
さ
れ
た
法

案

は

昨

題

の

あ

る

法

案

を

さ

ら

に

悪

く

が

争

点

。

な

い

よ

う

良

心

の

一

四

一討

を

投

な

い

。
二
月
に
政
府
修
正
案
か
わ
れ
て
い
る
が
」
と
の
質
問
に

ッ
プ
合
意
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
貯
秋
衆
院
を
通
過
し
た
政
府
案
す
る
も
の
。
法
案
の
時
は
、
各

「良
識
を
も
っ
て
投
票
ー
ー
、
じ
、
大
逆
転
を
は
か
つ
て
ほ

し

議

員

立

法

の

形

で

再

び

法

案

が

「そ
れ
は
神
話
。
む
し
ろ
激
烈

た
と
い
う
発
言
が
相
次
い
だ
。

で、

ト
ッ

プ

間

合

意

の

内

容

は

党

に

よ

る

締

め

つ

け

が

非

常

に

ト

ッ

プ

合

意

の

改

悪

案

を

許

さ

い

」

と

要

望

し

て

い

る

。

提

出

さ

れ

た

時

、

再

度

闘

う

チ

な

闘

い

と

な

り

地

域

へ

の

利

益

ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。
誘
導
が
な
い
と
当
選
し
に
く
く

②
重
複
立
候
補
を
認
め
、
落
政
党
要
件
を
制
度
的
に
越
え
ろ
れ
を
容
認
し
た
ま
ま
の
、
公
費
参
加
者
か
ら
は
、
「
政
治
家
な
る
。
政
党
要
件
を
満
た
さ
ず

選
し
た
候
補
者
が
比
例
代
表
制
れ
な
い
た
め
、
立
候
補
の
道
が
助
成
は
ま
さ
に
両
手
に
花
。
政
は
結
果
の
責
任
を
間
わ
れ
る
の
に
比
例
区
に
候
補
者
を
出
す
に

で
救
済
さ
れ
る
た
め
、
全
体
と
閉
ざ
さ
れ
る
。
二
婦
で
も
切
り
党
要
件
を
満
た
せ
な
い
団
体
に
で
あ
り
、
土
井
さ
ん
の
判
断
は
は
、

一
人
六
百
万
円
の
供
託
金

し
て
は
準
小
選
挙
区
制
と
な
捨
て
ら
れ
る
死
票
は
百
万
票
と
公
費
助
成
は
な
い
。

甘
か
っ
た
」
と
の
声
も
。

が
三
十
人
分
、
一
億
八
千
万
円

る
。

な

る

。

参

議

院

で

の

否

決

後

、

両

院

こ

れ

に

対

し

、

「

政

治

の

力

が

必

要

。
仮
に
五
人
が
当
選
し

③
政
治
資
金
規
正
法
改
正
で
④
企
業
・
団
体
献
金
は
政
党
協
議
会
で
も
決
裂
。
そ
の
後
の
学
は
そ
の
人
の
醤
憲
や
意
図
と
て
も
、
当
選
人
数
の
二
倍
を
差

は
、
政
党
と
は
衆
参
議
院
議
員
が
受
け
取
る
。
政
党
支
部
の
数
土
井
衆
議
院
議
長
の
提
案
は
、
は
異
な
る
形
で
動
く
が
、
結
果
し
引
い
た
こ
十
人
分
の
一
億
二

五
人
以
よ
を
有
す
る
か
、
間
近
に
制
限
が
な
い
-
つ
え
に
、
政
治
「
施
行
の
時
期
を
別
に
法
律
で
の
責
任
を
間
わ
れ
る
の
は
受
り
千
万
円
は
没
収
。
そ
う
い
う
挑

に
行
わ
れ
た
選
挙
で
有
効
投
票
家
個
人
を
指
定
で
き
る
た
め
、
定
め
た
土
で
、
今
国
会
で
可
決
止
め
た
い
。
私
が
政
治
に
か
け
戦
が
普
通
の
市
民
に
で
き
る
で

総
数
の
三
佑
(
細
・
河
会
談
で
政
党
を
適
し
て
今
ま
で
通
り
、
成
立
。
別
途
時
期
通
常
国
会
に
る
の
は
、
例
え
ば
パ

l
ト
タ
イ
し
よ
う
か
」

。

は
二
物
)
以
上
を
得
票
し
て
い
自
由
に
不
透
明
に
政
治
資
金
を
お
い
て
改
革
に
関
す
る
協
轍
期
ム
法
そ
の
他
の
よ
う
に
、
パ

1

弁
護
主
と
し
て
三
十
数
年
、

る
政
治
団
体
か
ら
し
か
立
候
補
集
め
ら
れ
る
。

闘
を
設
け
て
法
案
の
改
正
と
所
ト
ユ
ニ
オ
ン
と
学
者
と
弁
護
士

ニ
物
条
項
で
切
り
捨
て
ろ
れ
る

で
き
な
い
。
日
本
で
は
国
民
の
⑤
政
党
助
成
法
で
は
、
政
党
要
の
措
置
を
こ
う
じ
た
よ
で
、
と
議
員
が
活
動
を
共
に
し
て
、
側
の
人
た
ち
と
か
か
わ
り
、
そ

政
党
比
率
が
少
な
い
。
加
え
て
に
三
百
九
億
円
の
公
費
助
成
を
施
行
期
日
を
定
め
る
法
律
を
制
先
例
を
作
り
法
律
を
作
る
。
乙
の
運
動
を
進
め
る
上
で
社
会
党

既
成
の
政
党
で
は
な
い
新
し
い
す
る
。
現
状
の
政
治
資
金
の
流
定
す
る
」
と
、
施
行
期
日
を
自
れ
ま
で
の
よ
う
に
声
を
届
廿
る
に
可
能
性
を
求
め
、
比
例
区
か

小
さ
な
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
一

蓄
量
建

3
3
2
5
5
5戸
妥
結
護
送

32義
援
護
援
護
袋

W
2
2
2
3
3審
議
援
護

-
f
l
i
p
-‘
‘
，
‘
‘

‘
I
l
l

，

.

正

で

は

不

十

分

で

あ

り

、

眉

用

一

陪

露

支

矧

」

右

く

ゼ

F
・

2ス
テ
ー
ジ
で
の
男
女
差
別

E
I
E
4
4
4
J
'

‘

の

禁

止

、

結

果

的

に

女

性

に

不

-「
、
1
4
E
I
-
-
E
L
'
Z

利
益
を
も
た
色
玄
間
接
差
包

労

働

大

臣

ら

ヘ

意

見

書

を

読

世

も

差

別

に

規

定

し

、

ァ

フ

ァ
l

マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
規

l
i
f
t
J
A|
川
|

刊

JI--ー川
lala--

室
、
男
女
機
会
均
等
法
に
基
実
実
行
あ
る
救
済
措
置
が
と

日

本

弁

議

士

連

合

会

一

づ

く

指

針

の

改

密
室
合
意
の
政
治
改
革

集
会
ア
ピ
ー
ル

(冒
喜
)

私
た
ち
は
、
政
治
改
革
は
、

金
権
体
質
の
絶
滅
に
と
そ
あ

る
と
考
え
、
腐
敗
政
治
防
止

法
の
制
定
を
強
く
要
求
し
続

り
て
来
ま
し
た
。

そ
れ
だ
り
に
政
府
案
を
さ

ち
に
改
悪
し
た
グ
修
正
案
H

が
政
府
修
正
案
ま
た
は
議
員

立
法
に
よ
っ
て
今
国
会
に
上

程
さ
れ
さ
っ
と
す
る
乙
と
に

大
き
な
危
機
感
を
抱
い
て
い

ま
す
。
参
識
院
で
否
決
さ
れ

た
も
の
が
ヲ
ト
y
プ
会
談
H

に

よ
っ
て
大
幅
に
改
悪
し
た
法

案
に
す
り
か
-え
る
と
と
は
、

言
語
道
断
で
す
。
万
一
に
も

こ
の
合
意
を
骨
子
と
し
た
法

婦
選
会
館
女
た
ち
の
緊
急
集
会

日
本
弁
護
士
連
合
会
〈
両
性

の
平
等
委
員
会
〉
で
は
、
九
日
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
基

づ
く
指
針
の
改
正
案
及
び
女
子

労
働
慈
軍
規
則
改
正
案
要
綱
の

川

面

E
E
E圃
劃
回
国
E
E
-
-阻
E
冒
晶

E
E
E回
E
E
E
E
E
E
E
E
E

立
屋
に
作
っ
て
も
ら
い
、
パ
ー
テ
ィ
や
イ
ン
ド
人
の
わ
り
に
も
な
る
し
、

カ
ギ
を
結
び
つ
げ
て
キ
l
ホ
州

圃
圃
圃
圃
圃
問

a--EEE---EEN-
-
E
B
-
-圃
家
を
訪
問
す
る
事
て
い
た
時
期
が
あ
っ
た
。
チ
ョ

Z
ル
ダ
l
代

わ

り

に

も

な

る

。

酬

語

圏

圃

，

H
削

u-aロ
・
団
団
園
山

a-a'h・
〓

h
F，

圃

圃

圃

圃

九

寸

圃
圃
圃
圃

E
E
E・
E
・
官
必

Fueu-脳
圃

圃

圃

園

田

リ

l
は
体
に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
い
た
胸
を
お
お
う
役

A
て
か
こ
の
サ
リ
ー
も
実
際
に
着
て
み
る
と
チ
ョ
リ
1
は
川

山

香

目

圃

t
E圃

1圃
E
E
E
E
割
の
小
さ
な
ブ
ラ
ウ
ス
の
と
と

2
2
5
L
;ブレ
ス
ト
・
サ
ポ
ー
ト
と
君
主
翼
っ

川

川

行

イ
ン
ド
の
女
性
の
伝
統
的
、
代
表
控
室
サ
リ
体
で
十
万
人
余
り
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
イ
ン
ド
宗
け
、
胴
か
ち
下
に
は
、
く
る
さ
ま
で
の
長
さ
の
ぺ
〆
4

互
に
ぴ
っ
た
り
で
、
窮
屈
。
後
ろ
に
季
り
し
た
左
川

川

イ寸

!
は
、
数
多
い
民
族
衣
装
の
中
で
愚
も
優
雅
な
美
し
教
的
人
口

(一

九
八
一
年
)
は
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
八
チ
コ
l
ト
を
ウ
エ
ス
ト
の
と
ζ
ろ
で
紐
で
し
っ
か
り
仏
訟

S
肩
の
端
も
、
す
ぐ
ず
り
活
ち
て
、
と
の
端
に
台
所
で
川

川

居

さ

を

持

つ

も

の

で

あ

る

、

と

言
わ
れ
て
い
る
。

ニ

・
表
、
イ
ス

-Z教
徒
二

・
四
傷
、
キ
リ
ス
結
ん
で
着
る
。
そ
れ
か
ら
サ
リ
l
産
量
き
つ
け
恒
ド
火
が
つ
い
た
り
、
車
の
ド
ア
に
は
さ
ま
れ
て
引
き
ず
川

川

鳥

子

詰

問

し

て

イ

ン

ド

で

ス

カ

ー

ト

を

は

い

て

ト

教

徒

ニ

・
因
物
、
シ
1
ク
教
徒
二

・
家
、
仏
教
る
。

一一
川
い
ら
れ
た
り
す
る
イ
ン
ド
の
女
性
の
事
故
も
少
な
く
な
川

川

い

る

女

性

は

首

都

の

大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
で
も
た
い
徒
0
・
七俗、

ジ
ャ
イ
ナ
教
徒
0
・
五
像
、
そ
の
他
サ
リ
l
は
留
置
さ
が
約
六
1
九
メ
ー
ト
ル
、
幅
が

o

b
仰
凶
い
。
体
を
長
い
布
で
巻
い
て
い
る
の
で
歩
い
て
も
つ
川

川

3

へ
ん
に
少
な
い
。
ジ
ー
ン
ズ
盗
も
、
ス
カ
ー
ト
よ
り

0
・
四
川
等
、

ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
徒
は
乙
の
0
・
四

・

九

1
7
二
メ
ー
ト
ル
の
一
枚
旦
布
で
あ
る
。
巻

'

!

ま
ず
い
て
レ
芯
う
。
と
の
サ
リ
l
を
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
川

川
引
は
女
子
学
生
の
聞
で
見
か
け
る
が
、
多
く
な
い
。

め

の

中
に
入
る
。

き
つ
け
方
は
、
サ
リ
l
の
端
の
き
れ
い
な
柄
の
な
い
み

C
の
女
性
も
手
放
さ
な
い
。
女
性
を
美
し
く
見
せ
る
と
川

川

市

ボ
ン
ベ
イ
は
イ
ン
ド
で
も
っ
と
も
モ
ダ
ン
な
都
市
サ
リ
l
は
紀
元
前
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
生
き
残
方
の
端
を
右
脇
か
ら
ペ
チ
コ
1
ト
に
は
さ
み
込
み
な

/

か
、
イ
ン
ド
の
男
性
が
好
む
の
で
男
性
を
満
足
さ
せ
川

川

に

で
あ
る
。
そ
し
て
パ
l
シ
l
、

す

な

わ

ち

ゾ

ロ

ア

ス

主

語

;
3一3211SJkv
v
L
る
た
め
だ
。

川

川

イ

タ
l
(揮
さ

薬

事

く

住

ん

で

い

る

。

彼

ら

は

以

漆

警

護

忍

畿

支

議

議

選

議

ぶ

淡

愛

討

議

品

川

絞

殺

汁

気

候

、

風

土

も

あ

る

が

、

軍

年

に

わ

た

る

サ

リ

l

川

川

悪

化

が

愚

も

進

ん

で

い

て

ゾ

ロ

ア

ス

タ

ー

教

徒

撃

機

一三

〆

懸

飼

揺

れ

?

唾

ふ

…子

d
…一
滴
葬
祭
州
統
的
機

美

の
警
こ
ま
ニ
ン
ド
ウ
l
教

と

い

言

語

に

川

一

審

詰
竹
特
別
代
訪
れ
十
円

露

線
灘
鶏
義
変
型
機紛饗
警

護

j
読
む
わ
れ
わ
品
川
当
日

議

。マ

右

川

国
誓
-

ス
タ
l
教
徒
は
ボ
ン
ベ
イ
草
心
に
し
て
イ
ン
ド
会
っ
て
き
た
。
イ
ン
ド
の
人
々
で
ヒ
ン
ド
ゥ
l
震
が
が
ら
、

一警
、
さ
ら
に
も
つ
一
巻
き
す
る
柄
カ
:
;
一
カ
所
も
誇
れ
て
い
な
い
し
、
切
ら
れ
て
い
な
い
川

川

悩

辺

、

J

場

圧
倒
的
急
で
あ
る
が
、
そ
の
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
の
入
っ
て
い
る
方
議
室
肩
か
ら
後
ろ
に
垂
ら
寸
郵
胞
咽

一枚
の
布
で
あ
る
。
需
の
女
性
童
話
の
ヒ
ン
川

川

清

注

文

¥n句
:

女
、
、
特
語
既
婚
者
は
サ
リ
l

季
て
い

。。
も
と
分
な
の
霊
妻
子
警
を
決
処
左
肩
ま
で
胸

E44
ド
ゥ
l
教
の
-
-
え
に
縛
ら
れ
て
い
雪
令
つ
に
、
サ
川川

川

h

F

2

1FAS酒
船
齢
ヒ
ン
ド
ゥ
l
教
徒
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
シ
l

ぞ
っ
て
布
室
ぇ
、
残
り
の

2
8央の
腹
の
匡
箆
ー
も
捨
て
る
と
と
が
で
き
な
い
で
い
る
。
川

議

援

基

義

務

総

議

ク

教

徒

、

仏

襲

、

ジ

ャ

イ

ナ

薬

、

一

部

の

イ

ス

上

最

一

一

0
セ
ン
チ
の
プ
リ
ー
ツ
を
つ
く
り
、
そ
信
筆
者
H
ジ
ャ
ワ
ハ
ル
ヲ
|
ル

ネ

2
2
川

…

鑑

三

之

鱒

凶

劉

際

総

ラ

ム

撃

の

を

サ

Y
蓄
て
い
る
o
働
く
女
る
え
て
ウ
エ
ス
ト
に
折
り
込
む
。
余
っ
た
布

E
b
z土警
察

局

塑

妻
子
安

学

専

任

川

Rt
dd

~
F
V
協

調
纏
掴
唖
.
膨
謬
繍
艇
臨
闘
性
も
サ
ソ
l
獲
で
あ
り
、
サ
リ
l
姿
で
バ
イ
ク
に
も
ス
ト
に
入
れ
て
で
き
上
が
り
で
あ
る
o

J
句

檎

時

川

E
 

山

d
rJ襲撃
織

機

首

乗

っ
て
い
る
。

後

ろ
に
垂
ら
す
部
分
量
に
ま
わ
し
て
シ
ョ

1
3
反

川

一

機

側

ム

畿
畿
機
畿
畿
臨
醐
闘
イ
ン
ド
に
い
て
と
ん
な
に
ぎ
く
優
雅
な
サ
リ
!
ル
の
よ
つ
に
体
を
お
お
っ
た
り
、
頭
に
か
ぶ
っ
た
り
、

E調
整

ロ

月

泊

日

号
の
乙
の
コ
ー
ナ
ー
で
、
日
本
州

級

機

騒
警
機
欝
麟
麟
圏
闘
を
観
賞
し
て
い
る
だ
け
で
は
つ
ま
ら
な
い
の
で
、
絹
、

T
P
Oに
合
わ
せ
る
。
後
ろ
右
寝
室
前
に
ま
わ
ど
の
人
口
増
加
率
昼
間
八
O
万
人

1
8万
人
と
あ
川

川

工
一
引
引

ヂ

V
Eぢ川
5
1
7デ
ス

綿

、

ジョ
ー
ゼ
ット
な
ど
各
種
の
材
質
の
サ
リ
ー
を
し
て
左
脇
に
は
さ
み
込
ん
で
、
蓄
な
嘉
す
る

o
JhF
り
ま
し
た
が
、
患
近
五
年
閣
の
日
恋
人
口
増
加
は
川

川

(筆
毒
影
)

買
い
、
そ
れ
に
合
つ
チ
ョ
リ
!
と
ベ
チ
コ
l
よ
在
端
の
を
ろ
は
と
ぶ
し
の
よ
う
に
結
ん
で
サ
イ
フ
代
年
約
四
O
万
人
で
す

o
Eい
た
し
ま
す
。

川
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全国婦人新聞

H

密
室
合
歩

で
「
政
治
改
革
」
法
案
が
通
っ
て
し
ま
っ
ぺ
ど
っ
な
っ
て
い
る
の
つ
ど
つ
し
た
、
同
r、
と
い
う
患
い
で
、

二
月
八
日
、
東
京
・
婦
選
会
館
で
、
女
性
た
ち
の
緊
急
集
会
「
ど
つ
な
っ
て
る
の
永
田
町
つ
事
り
し
は
、
女
性
は
・
:
」
と
い

う
集
会
が
開
か
れ
ぺ

七
人
の
議
員
と
約
百
五
十
人
の
参
加
者
で
会
場
に
入
り
切
れ
な
い
惨
た
つ
え

弱
者
切
り
捨
て
腐
敗
容
認

大
脇
議
員
の
集
い
徹
底
的
に
闘
う
f

【
名
古
屋
】

政
治
改
革
関
連

四
法
案
に
反
対
票
を
投
じ
た

「
参
議
院
議
員
大
脇
雅
子
さ
ん

に
共
鳴
し
運
動
す
る
緊
急
の
集

い
」
が
、
二
月
五
日
(
土
〉
夜、

名
古
屋
で
開
か
れ
た
。

が
呼
び
か
け
人
と
な
っ
て
、
勤

労
会
館
二
階
ホ
l
ル
で
聞
か
れ

た
。小
選
挙
区
制
度
に
反
対
を
続

り
て
き
た
大
脇
さ
ん
は
、
今
回

の
小
選
挙
区
比
例
代
表
並
立
制

の
問
題
点
は
、
民
意
を
反
映
し

な
い
少
数
者
切
り
捨
て
と
、
政

治
資
金
の
流
れ
の
不
透
明
さ
な

ど
だ
と
言
う
。

①
公
職
選
挙
法
改
正
で
は
、

小
選
挙
区
制
と
な
り
、
識
貝
は

一
人
し
か
選
出
さ
れ
な
い
。

当
選
が
一
人
と
な
れ
ば
よ
り

激
烈
な
選
挙
戦
と
な
り
、
選
挙

費
用
も
増
加
。
女
性
や
撃
の
根

グ
ル
ー
プ
、
市
民
団
体
等
の
候

補
者
は
当
選
し
に
く
く
な
る
。

東海地方で1人、多院でも12人のうちの 1人として、
狙狙感狐立感と闘った。今日は励まされましたと大

脇議員。司会は弁護士の佐藤典子さん

緊
急
に
も
か
か
わ
色
ず
約
二

百
名
が
参
加
。
小
選
挙
区
制
や

政
治
状
況
を
語
り
、
圧
力
や
孤

立
感
と
戦
い
な
が
ら
信
念
を
貫

い
た
大
脇
さ
ん
を
励
ま
し
、
女

性
や
弱
者
の
声
が
反
映
さ
れ
な

い
法
案
に
対
し
て
、
息
長
い
反

対
を
続
け
る
事
を
醤
い
あ
っ

た
。会
は
、
呼
び
か
け
人
代
表

・

ウ
ィ
ン
女
性
企
画
・
高
橋
ま
す

み
さ
ん
が
挨
拶
で
語
っ
た
よ
う

に
、
「
草
の
根
グ
ル
ー
プ
に
参

加
す
る
も
の
と
し
て
、
力
な
い

も
の
の
声
が
圧
殺
さ
れ
る
息
苦

し
さ
を
感
じ
な
が
ら
、
友
人
と

し
て
も
何
か
し
た
い
と
の
思
い

に
か
ろ
れ
る
」
人
々
九
十
一
人

寄
せ
ら
れ
h

仕
が
き
、手紙、
フ
ァ

ッ
ク
ス
等
同
悼
み
ろ
与
C

包
品
に
い

っ
ぱ
い
。
中
に
は
声
援
ば
か
り
で

な
く
抗
緩
や
脅
し
も
あ
っ
た

案
が
成
立
す
れ
ば
、
一
般
の

民
意
は
ほ
と
ん
ど
反
映
し
な

い
恐
る
べ
き
識
会
制
度
が
確

立
す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。

昨
年
、
福
祉
目
的
税
構
想

が
に
わ
か
に
浮
上
し
ま
し
た

が
、
政
党
助
成
金
の
返
上
、

企
業
団
体
献
金
の
無
条
件
の

廃
止
、
汚
職
容
疑
議
員
の
即

時
喚
問
等
を
実
行
す
る
と
と

な
く
し
て
増
税
案
を
構
想
す

る
事
は
、
不
遜
倣
慢
の
行
為

と
思
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
伝
え
ら
れ
る

修
正
案
(
改
悪
案
)
の
上
程

に
強
く
抗
議
し
、
良
心
的
融

員
に
よ
る
真
の
修
正
案
の
提

案
を
要
望
し
ま
す
。

圏
愚
高
裁
、

大
阪
府
水
道
部

の
接
待
公
開
を
支
持

八
回
、
大
阪
府
の
水
道
部
が

会
議
費
の
名
目
で
支
出
し
た
懇

談
会
費
の
公
開
を
住
民
が
求
め

た
行
政
訴
訟
で
、
「
全
面
公
開
」

と
し
た
二
審
判
決
を
最
高
裁
が

支
持
。
圃
二
十
五
年
ぶ
り
の
大
雪
と

冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

十
二
日
、
東
京
で
は
積
雪
二

十
三
号
と
い
う
大
雪
。
乙
れ
は

六
九
年
に
三
十
円
ンを
観
測
し
て

以
来
の
記
録
。
岡
田
、
第
十
七

回
リ
レ
ハ
ン
メ
ル
冬
季
五
輪
大

会
が
開
会
。
六
十
六
カ
国
、
約

二
千
二
百
人
の
選
手
出
場
は
史

上
最
多
。

圃
沖
縄
劃
知
恵
、
女
性
か
ら

女
性
へ

東
京
都
に
つ
い
で
全
国
二
人

目
の
女
性
副
知
事
に
な
っ
た
沖

縄
県
の
尚
弘
子
さ
ん
が
十
八
日

退
任
。
後
任
に
、
東
門
(
と
う

も
ん
)
美
津
子
さ
ん
が
決
ま
っ

た
。
東
門
さ
ん
は
、
米
国
民
政

府
職
員
な
ど
を
経
て
、
九

一
年

に
県
国
際
交
流
財
団
事
務
理

事
。
県
女
性
問
題
懇
話
会
座
長

と
し
て
、
女
性
政
策
に
力
を
入

れ
て
き
た
。

圃
璽
示
・
「
人
口
と
開
発
」

で
賢
人
会
議
開
く

今
秋
、
カ
イ
ロ
で
聞
か
れ
る

国
際
人
口
開
発
会
識
の
準
備
活

動
と
し
て
、
「
人
口
と
開
発
に

関
す
る
賢
人
会
識
」
が
、
国
連

人
口
慈
蚕
な
ど
の
主
催
に
よ
り

聞
か
れ
た
。
環
境
や
女
性
の
権

利
を
お
り
と
ん
だ
東
京
宣
言
を

休
刊
の
お
し
ら
せ

誠
に
勝
手
な
が
ら
、

2
月
お
日
号
は
休
刊
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

全
国
婦
人
新
聞
社

ち
の
立
候
補
を
決
意
し
た
大
脇

さ
ん
。
脅
し
ゃ
締
め
つ
り
の
嵐

の
後
、
最
終
的
に
は
「
会
派
を

出
る
に
及
ば
ず
と
の
事
な
の

で
、
も
う
し
ば
ら
く
社
会
党
の

護
憲
共
同

〈民
主
連
合
)
に
止

ま
り
、
憲
法
を
、
平
和
を
、
人

権
を
守
る
た
め
に
活
動
す
る
議

員
と
し
て
徹
底
的
に
闘
い
鍍

く
」
と
の
言
葉
に
、
会
場
の
参

加
者
は
力
一
杯
の
拍
手
で
声
援

を
送
っ
た
。

(フ
リ
上
フ
イ
タ

l
・
岡
久
妻

子
)

o
i
l
i
-
-.
.
...
 ，E4
.
，，E
且且・・・1
1
1
1
1
1

二
十
五
年
ぶ
り
と

¥
ぽ
一
か
の
雪
が
、
音
も
な

一
ぽ

一
く
、
し
ん
し
ん
と
降

fu~っ
た
夜
。
リ
レ
ハ
ン

〆
対
メ
ル
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
大
会

・
開
会
式
を
み
た
。
い

い
開
会
式
だ
な
あ
、
と
思
っ
た

V
環
境
に
と
だ
わ
り
、

自
然
を

壇
さ
ぬ
よ
う
留
意
し
た
会
場
は

心
な
ご
む
美
し
さ
だ
。
開
会
式

の
演
出
も
毘
族
色
が
強
く
て
、

平
和
へ
の
思
い
を
打
ち
出
し
、

感
動
的
だ
っ
た
V
地
中
か
ら
顔

を
出
し
た
大
き
な
卵

(ノ
ル
ウ

ェ
ー
の
神
話
で
生
命
を
象
徴
す

る
の
だ
そ
う
だ
)
が
、
立
ち
上

が
る
と
、
地
球
犠
に
変
身
し
、

そ
れ
が
四
つ
に
割
れ
る
と
、
出

て
き
た
の
は
平
和
の
摘
。
天
に

上
っ
て
い
く
鳩
は
、
極
北
の
地

で
は
、
ホ
ン
モ
ノ
の
鳩
は
凍
死

す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
事

で
、
風
船
。
素
直
に
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
た
V
十
年
前
の
開
催

地
、
サ
ラ
エ
ボ
の
人
々
の
た
め

に
平
和
の
祈
り
を
捧
げ
た
の
も

よ
か
っ
た
。
と
か
く
商
業
主
義

が
目
立
ち
す
ぎ
る
近
頃
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
だ
が
、
素
朴
な
感
じ

が
漂
い
、
好
ま
し
い
。
近
頃
女

性
の
中
で
H

男
女
同
権
先
進
国
μ

と
し
て
注
目
の
的
の
ノ
ル
ウ
ェ

ー
ー
ー
、
ま
す
ま
す
H

好
感
度
H

が
よ
が
り
そ
う
だ
V
男
女
平
等

の
国
の
開
会
式
で
、
進
行
役
の

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
、
参
加

者
も
男
女
半
分
ず
つ
。
各
国
選

手
団
の
入
場
の
時
の
先
導
役
も

H

若
い
女
性
H

を
改
め
、
子
ど

も
か
ろ
年
寄
り
ま
で
の
よ
般

の
人
d

に
し
た
と
。
聖
火
リ
レ
ー

の
最
終
は
、
自
の
不
自
由
な
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
女
性
選

手
。
何
も
か
も

一
味
違
つ
。
こ

う
し
た
開
会
式
の
裏
方
を
務
め

る
一
人
に
「
人
形
の
家
」
の
劇

作
家
、
へ
ン
リ
ク
・
イ
プ
セ
ン

の
玄
孫
(
孫
の
孫
)
が
い
る
と

朝
日
新
聞
は
伝
え
て
い
た
V
名

は
ノ
ラ
・
イ
プ
セ
ン
さ
ん
。
ノ

ラ
は
も
ち
ろ
ん
「
人
形
の
家
」

の
主
人
公
。
伺
と
も
楽
し
く
な

る
話
だ
が
。
そ
れ
に
し
て
も
、

女
性
に
人
形
で
な
く
、
人
間
と

し
て
生
き
る
事
を
宣
言
さ
せ
た

ひ
い
ひ
い
じ
い
さ
ん
は
、
自
分

の
国
が
総
理
も
三
大
政
党
の
党

首
も
女
性
が
占
め
る
よ
う
な
国

に
な
る
事
を
想
像
し
た
だ
ろ
う

か
?

三
百
六
十
五
日
の

⑧ヒカシマル

お
い
し
さ
を
つ
く
る

う
す
く
ち
の
里
、
龍
野

白
壁
を
、
石
垣
を

緑
の
風
が
吹
き
ぬ
け
る
|
|

詩
情
あ
ふ
れ
る
小
京
都
と
し
て

歴
史
が
息
づ
く
播
州

龍
野
、

-}
の
美
し
い
国
の

美
し
い
風
土
か
ら
、

お
い
し
さ
を
発
信
し
ま
す
。

ご
家
庭
に
旬
の
よ
ろ
こ
び

お
届
け
し
ま
す
。
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す
る
な
ら
、
ぞ
れ
は
む
し
ろ
家

の
中
で
の
親
の
意
械
が
反
映
し

て
い
る
の
だ
と
思
う
」

中
学
校
の
授
術
・
家
庭
科
で

は
十

一
領
域
の
う
ち
、
木
工
、

窓
気
、
食
物
、
家
庭
生
活
の
四

領
域
で
男
女
共
修
。
あ
と
三
領

域
を
手
校
が
選
摂
す
る
乙
と
に

な
っ
た
。
世
田
谷
区
守
克
淀
中

学
で
は
、
一

i
二
年
の
二
学
期

ま
で
前
・
後
期
に
分
り
四
領
域

を
学
習
、
三
学
期
と
三
年
で
男

女
別
に
金
属
加
工
、
情
報
基
礎
、

機
械
(
男
)
、
被
服
、
保
育
(
女
)

等
亭
畢
ん
で
い
る
。

女
子
生
徒
に
木
工
や
電
気
を

教
v

え
る
乙
と
に
な
っ
た
技
術
科

の
小
森
さ
ん
は
「
男
女
差
は
特

に
感
じ
な
い
」

。
生
徒
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
「
家
庭
科
が
得

窓
な
男
子
も
、
技
術
科
が
得
意

な
女
子
も
い
る
。
一
緒
に
や
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
か
、
「
ノ
コ

ギ
リ
、
カ
ン
ナ
宇
持
っ
と
と
を

や
っ
て
、
将
来
木
を
切
る
仕
事

に
就
く
時
侵
立
つ
と
思
う
」
と

い
う
女
子
生
徒
の
声
が
聞
か
れ

た。
二
人
の
翠
ロ
を
踏
ま
え
、
家

男
女
共
修
に
取
り
組
む
運
動

「
家
庭
科
は
人
間
が
一
人
の

の
中
で
、
あ
る
中
学
校
の
男
性
生
活
者
と
し
て
自
立
し
て
い
く

の
家
庭
科
教
師
は
、
『
父
親
も
た
め
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

家
事
、
保
育
園
送
迎
』
と
い
う
ら
な
い
と
家
教
え
る
教
吟

ビ
デ
オ
を
観
せ
、
生
徒
た
ち
の
そ
、

p
uた
視
点
で
、
選
沢
の
三

感
惣
を
聞
い
た
。
「
僕
は
仕
事
領
域
を
何
に
す
る
の
か
。
男
女

だ
け
を
し
て
い
た
い
」
「
好
き
と
も
に
や
る
の
か
、
否
か
。
こ

庭
料
の
男
女
共
修
運
動
を
進
め
な
男
の
子
と
結
婚
し
、
仕
事
は
れ
帯
決
め
て
い
く
と
と
が
、
今

て
二
十
年
に
な
る
半
田
さ
ん
は
し
な
い
で
一
生
尽
く
す
」
な
後
中
学
校
の
家
庭
料
を
成
功
さ

「
家
庭
科
は
人
閣
の
営
み
を
教
ど
、

H

固
定
的
役
割
u
を
意
餓
せ
る
カ
ギ
に
な
る
。
選
摂
に
『
保

材
に
揖
唱
え
れ
h
科
目
。
授
業
の
申
し
た
声
も
あ
っ
た
が
、
「
女
が
豆
は
ぜ
ひ
加
え
て
ほ
し
い
。

で
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
が
出
、
そ
家
事
、
育
児
だ
り
を
し
て
ず
っ
保
育
は
男
女
一
緒
に
学
ひ
、
そ

れ
を
ま
た
教
材
と
し
て
、
男
女
と
家
に
い
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
れ
で
成
果
の
上
が
る
テ
!
?
だ

が
と
も
に
考
え
を
話
し
合
う
と
い
う
考
え
は
間
還
っ
て
い
る
と
と
思
う
」

と
が
で
き
る
。
教
育
の
中
に
そ
思
う
。
何
が
間
違
え
か
よ
く
分
ま
た
高
佼
で
の
家
庭
科
で
は

う
い
う
場
が
用
語
で
き
る
と
い
か
ら
な
い
が
、
昔
、
男
女
一
緒
「
家
庭
一
般
」
「
生
活
技
術
」「生

う
と
と
は
、
男
女
平
等
を
進
め
に
技
術
家
庭
科
を
や
っ
て
来
な
活

一
般
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を

る
上
で
、
大
変
有
勅
な
手
段
だ
」
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
学
校
が
選
び
、
四
単
位
男
本
必

と
揺
す
。

率
直
に
時
へ
る
生
徒
も
い
た
o

習
と
な
っ
た
が
、
半
固
さ
ん
は
、

ト
仁
手
白

4
-
E
J
同
国
明
ト

9
君
主
当
f
凶
ヨ

kpr-

E
一る£

'
t
両
目
函

U
V
4
-
J
{豆
て
一
品

E
3
1

男
の
家
庭
科
教
諭
の
時
代

新
し
い
取
り
組
み
を
報
告
。

埼
玉
県
の
高
校
教
師
が
「
イ

ワ
シ
と
エ
ビ
と
日
本
人
」
と
い

う
テ
!
?
で
授
業
を
待
っ
た
。

イ
ワ
シ
と
エ
ピ
を
題
材
に
、
飽

食
な
日
本
人
の
食
生
活
が
、
東

南
ア
ジ
ア
の
人
々
に
ど
う
影
留

し
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る

内
容
。
最
後
は
「
イ
ワ
シ
の
か

ば
焼
き
井
と
つ
み
れ
汁
」
の
調

理
実
習
で
終
わ
る
。

「
昔
の
授
業
は
こ
の
調
理
実

習
だ
り
だ
っ
た
。
家
庭
科
は
単

に
男
女
平
等
だ
防
で
な
く
、
今

日
の
私
た
ち
の
一
暮
色
し
を
地
球

規
演
で
学
ぶ
。
そ
ん
な
教
科
と

し
て
の
実
践
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

自
立
す
る
た
め
に
不
可
欠

る
の
は
こ
こ
し
か
な
い
の
で

す
。
璽
旺
は
男
廷
が
全
国
か
ら

集
中
し
て
、
半
分
ぐ
ち
い
が
男

性
で
占
め
る
状
況
な
の
で
、
制

限
す
る
動
き
が
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
あ
と
、
女
生
徒
の
相

加
で
家
庭
科
の
教
員
が
足
り
な

く
な
っ
た
の
で
希
望
し
て
、
一

年
間
週
二
時
間
教
え
た
ん
で

す」
|
|
生
徒
の
反
応
は
い
か
が

で
し
た
か
?

「
一
年
止
再
ι
っ
た
の
で
実
技

は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
男
の
先
生
に
教

え
て
も
己
っ
て
よ
か
っ
た
と
い

う
感
想
で
し
た
。
違
和
感
亭
感

じ
た
と
い
う
生
徒
は
一
人
だ
け

で
し
た
。
な
か
に
は
男
女
両
方

の
先
生
に
習
っ
て
み
た
か
っ
た

と
い
、
昼
徒
も
い
ま
し
た
。
家

庭
科
に
男
の
先
生
が
い
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
1
1ど
ん
な
塞
庭
科
に
し
た

い
で
す
か
?

「
家
庭
科
と
い
え
ば
、
い
ま

で
も
料
理
や
裁
縫
、
マ
ナ
'
を

教
え
る
科
目
、
す
な
わ
ち
-主
婦

に
な
る
た
め
の
教
育
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
ぼ

く
は
人
間
と
し
て
甚
素
的
な
と

と
、
つ
ま
り
生
活
哲
学
を
教
え

る
科
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
環
境
や
資
源
の
問

題
を
考
え
る
と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
机
は
ふ
け
な
い

し
、
少
な
く
と
も
自
分
が
や
っ

て
い
る
と
と
の
意
味
は
知
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
大
人
に
な
っ
て

い
く
段
階
で
、
仕
事
を
も
ち
、

性
や
結
婚
、
家
事
労
働
、
老
後

の
問
題
な
ど
、
学
校
の
勉
強
と

ち
が
っ
て
簡
単
に
答
え
の
出
せ

な
い
問
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
持
、
男
ら
し
さ
、
女
ち

し
さ
で
は
な
く
、
自
分
は
と
っ

生
き
た
い
の
か
、
自
分
で
考
足
、

自
分
色
し
い
選
沢
が
で
き
る
大

人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」

ー
上
家
庭
科
教
員
を
め
ざ
す

「
男
の
会
」
は
ど
ん
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
0
・

「
現
在
メ
ン
バ
ー
は
六
十
名

で
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
鰻
初
は
免
許
を
取
る
た
め

の
情
報
交
換
、
エ
イ
ズ
教
育
や

被
服
の
勉
強
会
な
ど
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
愚
逗
は
全
国
の
短

大
に
共
学
を
認
め
よ
手
と
い
う

要
求
、
国
公
立
大
(
お
茶
の
水

女
子
大
、
奈
良
女
子
大
な
ど
)

の
男
性
へ
の
門
声
開
放
や
、
男

性
教
員
の
採
用
を
増
す
要
求
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
多

く
て
が
ま
わ
ら
な
い
く
ら
い

な
ん
で
す
」

南
野
さ
ん
は
と
て
も
さ
わ
や

か
に
、
気
負
わ
ず
、
あ
た
皇
軍

え
の
乙
と
と
し
て
共
修
の
必
要

を
語
っ
て
く
れ
た
ロ

男
子
生
徒
が
男
性
の
先
生
に

家
庭
科
を
習
い
、
家
事
や
育
児

に
男
性
が
-
賓R
涯
を
も
つ
て
か
か

わ
る
風
景
が
あ
た
的
是

り
、
男
性
の
家
庭
科
教
師
が
め

ず
ら
し
い
と
と
で
な
く
な
志
社

会
が
一
日
も
皐
く
く
る
と
と
を

期
待
し
た
い
。

小
・
中
学
校

生
き
る
力
を
養
う
教
科

校

へ
の
抱
負
や
会
の
糧
動
に
つ
い
い
て
き
た
こ
と
と
、
牛
吾
平
家

で

聞

い

た

。

族

の

と

と

で

悩

み

を

か

か

え

て

南
野
さ
ん
は
十
三
年
間
、
英
い
る
牛
穫
を
見
て
い
て
個
人

語
の
教
師
を
し
て
い
た
。
九
ニ
に
し
っ
か
り
せ
え
と
い
う
吉

年
七
月
に
H

男
性
も
家
庭
科
教
で
は
あ
か
ん
の
で
は
な
い
か
。

蹴
に
な
る

P
と
呼
び
か
け
て
も
っ
と
自
分
た
ち
の
生
活
雫

中
学
、
高
校
の
教
師
、
学
#
玄
J

直
面
す
る
問
題
吾
話
相
議
す
る
必

一
平
人
で
「
家
庭
科
教
員
を
め
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ざ
す
男
皇
」
を
つ
く
っ
匂
っ
た
ん
で
す
」

|
|
英
語
か
ら
家
庭
科
の
教
l
|
ど
の
さ
つ
に
し
て
、
家

師
に
変
わ
ろ
う
一と
決
、
年
己
れ
た
庭
科
の
免
許
を
と
ら
れ
ま
し
た

き

っ

か

け

は

?

か

0
・

九
「
結
婚
し
て
子
ど
も
が
産
ま
「
五
年
前
に
日
本
女
子
大
の

射
れ
、
蓄
や
重
に
か
か
わ
る
通
信
教
育
に
昔
、
一
一
年
間
で

澗
よ
う
に
な
っ
て
、
添
加
物
や
衣
と
れ
ま
し
た
。
か
な
り
ハ
l
ド

服
の
と
と
な
ど
生
活
に
目
が
向
で
し
た
が
通
信
で
免
許
が
と
れ

三
z三

圭E

--
三三

Z芸
圭E

E圭

三Z
E呈
喜三

--
言E

主王
室三

E王

子三
主
主

主三

--
三三
吾主

主-

主主

言主

主害
吉三

主主
吉三

三吉

E主

喜三

主三

三言

E主
主主

E主

主主

f主

皇言

--
喜三

E三
三宮

吉三

--
E喜

三吉

--
i言
三三

--
"'''' 
E呈
--
E圭
主主

主三

圭2

2三
圭2

2三
壬2

--
吉三

主.-
E三
三吉

--
f二三
.票管三
i輩出三<) i盆〓

苔:;!;""":芸
」ι!!s.=至
言03せ言

i 2三E三
:': 

5三

喜E

--
芸Z

E皇

芸E

E三
三三

E圭
--
E三

吾E
E三

圭E

幸E

E圭

--
:= 

ゼ
グ
シ
ユ
ア
ル

【
大
区
高
校
で
は
、
今
年
(
九

四
年
)
度
か
色
家
庭
科
の
男
女

共
修
が
始
ま
る
。

男
性
の
家
庭
科
教
諭
は
全
国

に
六
人
い
る
。
昨
年
の
秋
、
大

阪
で
も
三
人
の
男
性
教
愉
が
寵

生
し
た
。
採
用
さ
れ
た
三
人
の

う
ち
、
二
人
は
「
家
庭
科
教
員

を
め
芦
守
男
の
会
」
の
メ
ン
バ

ー
。
去
の
一
人
、
会
の
世
話
人

で
も
あ
る
南
野
忠
晴
さ
ん
(
大

阪
府
立
渋
谷
高
校
)
に
、
共
修

第二東京弁護士会

は
普
か
ら
あ
り
、
物
事
の
本
質

は
な
ん
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の

だ
と
い
う
鉦
闘
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
、
と
隠
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
十
三
時

三
十
分
開
A
E

。
法
廷
劇
後
の
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
金
字
一
雅
霞
(
東
京
都
労
政

部
)
さ
ん
を
は
じ
め
、
ゲ
ス
ト

と
、
問
委
員
会
委
員
と
の
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
γ
シ
ョ
ン
。
入
場

無
料
。

• 
ハ
ヲ
ス
メ
ン
ト
問
題
ニ
つ
の
取
り
組
み

法
廷
劇
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
模
擬
裁
判
」
で
公
聴
会

弁
綬
士
会
と
し
て
、
初
め
て

一
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

一
ト
問
題
に
取
り
組
み
、
同
問
題

一
の
研
究
を
続
け
て
い
る
第
二
東

一
京
弁
護
士
会
〈
両
性
の
平
等
に

一
関
す
る
委
員
会
〉
で
は
、
そ
の

一
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
「
セ
ク

m一
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法

院
一
律
相
談
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

問一

三
月
中
旬
に
宛
刊
。
こ
れ
を
記

間
一
念
し
て
、

三
月
十
九
日
に
は
、

潤一

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
セ
ク
ハ
ラ

目
白
シ
ン
ポ
別
」
l
法
廷
劇
と
パ
ー

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』
を
開

く。
同
会
で
は
、

一
九
八
九
年
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
電
話
相
談
を
ス
タ
ー
ト
、
今

年
で
五
年
目
を
週
五
る
。
乙
の

電
話
相
談
が
行
わ
れ
た
乙
と

で
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
一
百
繋
が
一

般
に
定
着
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
る
つ
。

間
ガ
イ
ド
プ
y
ク
は
、
周
会

が
到
灯
し
て
い
る
亘
書
『
外

国
人
活
律
相
談
』
な
ど
の
カ
イ

ド
プ
シ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

で
、
も
と
も
と
は
法
律
家
、
専

門
家
向
け
に
出
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
が
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
限
り
、
被
害
手
蔓
り
た
女
性

た
ち
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
し
て
僧
成
し
た
と
い

う
。
同
・
は
、
電
話
で
寄
せ
ら

れ
た
相
談
か
ら
、
実
態
、
法
律

要
綱
試
案
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
的
検
討
、

ケ
l
ス
研
究
、
諸
外
国
の
法
的

対
応
、
相
談
窓
口
の
紹
介
、
の

六
部
構
成
。
特
に
、
法
的
検
討

の
部
分
で
は
、
九
二
年
の
福
岡

判
決
を
へ

i
ス
に
、
ま
た
、
ケ
ー

ス
研
究
で
は
、
解
説
を
座
談
会

形
式
で
機
諭
す
る
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。

「

puで
も
新
し
い
内
容
を
」

と
の
事
か
色
、
現
在
、
校
正
康

B祖霊斗喝‘
圭悶翠I!'JII;I:コ色

合99
J民阻止

田園田

(簡3種耳慣物寵可)

階
で
、
発
刊
は
も
う
少
し
先
に

な
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

の
日
に
は
、
頒
布
に
漕
ぎ
着
け

る
圭
定
。

B
E判
、
約
百
八
十

ペ
ー
ジ
。
価
格
は
一
冊
二
千
1

ニ
千
五
百
円
程
度
の
目
見
込
み
。

〈
〉

三
月
十
九
日
に
聞
か
れ
る
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
法
廷
劇

「
D
坂
鈍
時
、
そ
の
一
男
セ
ク
ハ

ラ
に
つ
き
。
」
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
セ
ク
ハ
ラ
シ

ン
ポ
引
」
の
二
本
立
て
。
法
廷

劇
は
、
原
案
、
脚
本
・
演
出
・

出
演
と
も
、
同
会
の
両
性
の
平

等
に
関
す
る
委
員
会
の
現
笹
井

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
い
て
、
し
て
売
買
し
て
い
た
と
見
色
れ

子
ど
も
密
輸
が
問
題
化
し
て
い
る
病
院
の
事
件
等
の
実
厳
調
査

る
。
二
年
以
上
に
も
わ
た
り
、
に
乗
り
出
し
た
。

人
栂
擁
磁
運
動
グ
ル
ー
プ
が
、
九
三
年
初
め
は
、
ほ
ほ
毎
日

そ
の
実
例
を
数
々
報
告
し
続
け

一
人
の
劃
合
で
子
ど
も
が
盗
を

て
い
た
が
、
政
府
も
や
っ
と
と
消
し
た
。

と
の
量
大
さ
を
認
織
。
保
健
福
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
ウ

1
メ
ン

宇
最
長
井
す
る
委
員
会
を
設
置
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の

し
て
、
Z
左
も
の
臓
器
軒
漏
出
調
査
に
よ
る
と
、
子
ど
も
密
輸

子
ど
も
の
売
買
を
な
く
せ

みんなのページです.雪いたいこと字、知らせたい

ことが晶ったら、どんどん控輔して下さい圃

電話 03(3343) 1846 
編集部 l
FAXω(3348)1890 

私
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ホ
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ジ
ュ
ラ
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法
律
相
談
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

一
九
八
八

(平
成
元
)
年
の
「
噌
奮
指
導
要
領
」
で
家
庭
訂
の
男
女
共
惨
が
一
ホ
さ
れ
、
昨
年

四
月
か
ら
小
・
中
学
校
で
完
全
実
施
さ
れ
て
い
売
現
場
の
穣
子
は
ど

Z
2
Z
Jか
。
七
日
、

せ
hι
が
や
女
性
セ
ン
タ
ー
か
長
官
す
。
で
、
小
・

2支
出
の
教
諭
ら
宍
ハ
ネ
ラ
l
に
、

「男

女
平
等
教
育
を
考
え
る
予
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
玲
(
主
催
H
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
9
l
N
ら

ぶ
2
p
、
世
田
谷
区
教
育
要
員
会
福
担
導
室
)

岩
崎
正
喜
(
都
立
立
川
短
大
教
育
の
意
義
と
成
果
を
考
え

助
教
授
)
さ
ん
の
基
調
鵬
演
後
、
る
」
と
題
し
て
話
し
合
っ
た
。

岩
崎
さ
ん
を
司
会
に
、
岩
崎
育
小
五
を
担
一
任
し
て
い
る
岩
崎

子
(
世
田
谷
区
立
山
野
小
教
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
、
初

愉
)
、
小
森
信
得
(
同
北
沢
中
め
て
の
家
庭
科
授
業
を
楽
し
み

教
諭
)
、
半
田
た
つ
子
(
ウ
イ
に
し
て
い
る
。
男
女
と
も
謁
理

書
房
代
表
取
締
役
・
家
庭
科
の
や
裁
縫
に
強
い
興
味
を
示
し
、

男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
)
さ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
男

ん
が
「
学
校
に
お
け
る
家
庭
科
女
の
一
俊
創
意
識
が
男
ら
れ
る
と

フ
デ
シ
ュ
等
の
人
々
が
証
言
、
李
恩
貞
(
鞠
国
国
会
機
貝
)
、

陪
審
は
林
開
子
(
#
鍍
土
〉
、
寺
沢
勝
子
(
井
趨
士
)
、
鈴
木

践
者
小
路
公
秀
(
明
治
学
院
大
裕
子
(
歴
史
研
究
者
)
。
参
加

護

士

が

担

当

し

て

い

る

。

劇

は

、

教

授

)

、

ク

リ

シ

ュ

ナ

・
ア
イ
費
千
円
。

約

一

時

閣

の

本

格

的

な

も

の

。

ヤ

l

(

イ

ン

ド

前

最

高

裁

判

な

お

、

三

月

十

日

(

木

)

十

井

畿

士

会

で

は

、

こ

れ

ま

で

も

事

)

。

九

時

か

ら

、

渋

谷

・
山
手
教
会

い

ろ

い

ろ

な

問

題

を

寸

劇

を

週

第

二

部

は

「

女

性

へ

の

戦

争

玄

性

暴

力

積

牲

者

追

悼

の

さ

し
て
ア
ピ
ー
ル

す

る

左

法

を

と

一

犯

容

。

そ

の

①

が

{

米

軍

基

キ

ャ

ン

ド

ル

デ

モ

が

あ

る

o
隠

っ

て

き

て

い

る

が

、

「

素

人

の

一

地

と

国

連

P
K
OV
。
韓
国
、
い
合
わ
せ
・
実
行
餐
宮
/
F
A

寸

劇

は

、

や

や

も

す

る

と

コ

ミ

一

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

沖

縄

、

カ

ン

ボ

X

閃
・
3
4
R
0
・
9
7
5

カ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
。
被
害
一

-

-

-

-

l

f

t

・

-

‘

.

-

-

b

j・
B'

ジ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
鉦
言
。

2
(ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会

・

を
受
け
た
女
性
た
ち
に
真
正
面
一

'
m
z
q
d司」
h
川

J
Eハ
イ
晶
画
H
V
F
-、
J

〆
V
F
4長
9
4哩
』

陪
審
は
、
土
井
た
か
子
(
衆
院
気
付
)

一

a
Z
J
h干
・
ト
同
ν
l
』
ノ
品
創
引
「
ノ
、
、
JV

「
ノ
み
弘
L
H
T
q
E
A

に
向
い
た
も
の
に
し
た
か
っ
一

--1
1
4
J
jー
、

、

ー
、

1
1
J

蝿
重

・
予
定
)
、
コ
リ
ン
ヌ
・
な
お
、
実
迂
註
運
宮
資
金

た
」
と
い
う
。
一
女
性
の
人
身
売
買
、
慰
安
婦
ア
ジ
ア
法
廷
ど
は
、
マ
ニ
ラ
公
聴
会
。
東
京
で
の
法
廷
は
=
一
ド
ゥ

・
ス
l
ザ
(
イ
ン
ド
人
権
カ
ン
パ
宇
舞
っ
て
い
る
。
個
人
、

舞
台
は
法
廷
の
み
。
観
客
席

一
問
題
、
基
庖
買
春
を
裁
く
「
女
に
本
部
の
あ
る
ア
ジ
ア
女
性
人
月
九
日
か
ち
十
四
日
ま
で
一
聞
か
活
動
家
)
、
武
村
二
三
夫
(
弁
一
口
二
千
円
以
上
、
団
体
、
一

が
裁
判
開
に
な
っ
て
お
り
、
劇
一
性
の
人
樋
ア
ジ
ア
法
廷
」
が
一
一
一
権
評
議
会

(
A
W
H
R
C
)
が
れ
る
が
、
十
二
日
が
一
般
開
放
護
士
)
。
そ
の
②
{
慰
安
婦
問
口
一
万
円
以
上
。
郵
便
援
替

は
事
実
審
理
ま
で
で
、
判
決
は
月
士
百
(
土
)
由
時
ー
ら
時
)
北
京
世
界
女
性
会
績
に
む
け
で
の
公
聴
会
に
な
る
。
患
。
鉦
言
は
韓
国
、
フ
ィ
リ
東
京

1
7
6自

2
6
支

出
さ
れ
な
い
が
、
休
憩
時
間
に
、
一
早
稲
田
大
学
国
際
会
機
場
(
地
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
人
権
を
テ
と
の
日
の
一
四
程
は
第
一
部
が
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、
マ
レ
l
性
の
人
権
」
寮
員
会
。

参
加
者
に
有
罪
か
無
罪
か
の
ア
一
・
早
稲
田
下
車

7
分
)
で
開
か
!
?
に
ア
ジ
ア
各
地
で
闘
い
て
「
女
性
の
人
密
売
買
」
。
タ
ィ
、
シ
ア
か
ち
。
在
日
の
宋
神
道
さ

ン
ケ
l
卜
を
取
る
と
い
う
趣
一
れ
る
o

い
る
償
擬
裁
判
の
掃
を
と
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
君
、
パ
ン
グ
ん
も
証
言
台
に
立
つ
。
陪
審
は

向
。
と
の
劇
で
は
、
霊
百
の
女
一

S
S
3
5
S
3
3
5
3
5
5
5
5
3主
主
主

3
3
3
5
s
s
?
3
g
s
i韮
G
3
3
5
5
3
5
5
3
5
i
s
s
a
g
s
g
x言
、

性

と

、

被

告

の

男

性

王

司

と

の

犯

人

た

ち

が

口

矛

ど

も

を

ス

手

に

出

す

母

親

の

多

く

は

シ

ン

グ

九

二

年

、

盤

子

縁

組

を

一

時

停

微

妙

な

恒

吉

の

食

い

違

い

を

取

す

る

方

法

は

、

強

奪

、

だ

ま

し

ル

マ

ザ

1
。
政
府
役
員
や
政
府
止
し
た
。

り

上

げ

て

い

き

、

や

が

て

相

互

て

一

連

れ

去

る

、

母

親

と

結

託

、

の

笠

宮

福

祉

委

員

会

も

不

正

な

ユ

ニ

セ

フ

は

、

ホ

、

ζ
J
ュ
ラ

の

代

理

人

の

攻

防

の

中

か

ら

真

母

親

代

わ

り

と

な

る

等

。

取

り

養

子

縁

組

に

か

か

わ

っ

て

い

た

ス

政

府

に

対

し

、

子

ど

も

の

権

実

が

見

え

、

本

当

の

セ

ク

シ

ュ

引

き

は

、

仲

介

者

と

密

貿

易

者

と

い

う

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

も

こ

の

利

保

護

の

た

め

の

国

レ

ベ

ル

の

ア
ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

と

は

何

に

と

っ

て

三

門

4
4味
の
あ
る
も
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。
機
関
霞
置
を
提
起
し
、
子
ど
も

な

の

か

を

考

え

て

い

く

。

で

、

外

国

人

の

養

父

国

は

一

方

子

ど

も

た

ち

は

、

餐

子

縁

組

売

買

を

な

く

す

た

め

の

あ

ろ

ゆ

自

ら

劇

団

を

主

宰

し

て

い

る

ド

ル

か

二

万

五

千

ド

ル

支

払

う

の

目

的

で

海

外

に

売

ち

れ

る

と

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

へ

の

支

持

を

ふ

と

い

う

脚

本

・

演

出

塁

の

福

と

い

う

。

も

言

わ

れ

る

が

、

野

党

費

口

表

明

し

た

。

議

井

襲

さ

ん

は

、

セ

乙

ュ

ア

背

療

に

処

経

済

感

化

、

家

l

ザ

・

ゴ

ド

イ

は

、

臓

器

と

し

カ

ト

リ

ッ

ク

雲

も

、

ら

い

に

町

田

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

と

い

う

命

庭

崩

額

、

政

治

家

の

腐

敗

が

あ

て

売

ら
れ
て
い
る
ケ
1
ス
も
あ
問
題
に
つ
い
て
憂
慮
を
表
し
、

辺

事

蘭

い

と

て

立

て

実

は

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

o
Z
る
と
告
発
虐
待
ケ
l
ス
の
一
報
政
府
に
対
策
を
語
し
た
。
(
第

の

け

書

乙

の

問

題

は

新

し

い

事

で

は

な

も

号

売

る

H

あ
る
い
は
U

餐

ア

告

hv数
多
く
な
っ
て
政
府
は
、
一
言
界
ネ
ッ
ト
ワ
ク
通
信
)

刑
受

一

昨刊を
J

く
古
い
問
題
だ
と
い
う
事
。
園
理

閉
曹
レ
近
セ
ク
・
ハ
ラ
と
い
う
名
が
付

来

世

故

い
た
だ
り
で
、
と
う
し
た
行
為

込女性問題、をわかりやすく

大
阪
府
で
は
、
こ
の
た
び
、

若
者
向
け
の
冊
子
「
フ
ァ
イ
ン

.
エ
イ
ジ
・
コ
ン
パ
ス
」
を
作

成
レ
草
し
た
。
こ
の
冊
子
は
、

若
い
人
還
に
、
男
女
共
同
社
会

の
実
現
に
む
け
て
の
理
解
や
認

慨
を
諌
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

目
的
で
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

上
野
千
鶴
子
さ
ん
か
ち
の
、

「
オ
ジ
サ
ン
な
ん
か
に
な
り
た

く
な
い
キ
ミ
へ
」
と
い
う
若
い

人
に
向
け
て
の
メ
y
セ
l
ジ
。

進
学
進
路
、
セ
y
ク
ス
、
ダ
イ

大阪府が若者向けパンフを発行
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そろそろワイドがいいみたい。

エ
ッ
ト
な
ど
、
若
い
人
還
が
抱
語
解
説
』
は
、
若
者
ば
か
り
で

え
る
代
表
的
な
悩
み
の
Q
&
な
く
、
女
性
問
題
が
よ
く
分
か

A
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
職
場
と

っ
て
い
な
い
ひ
と
に
税
関
す
る

さ
れ
て
い
た
、
家
庭
料
の
教
師
時
に
由
民
一
え
そ
う
で
す
。
「
性
別

や
保
母
に
な
っ
た
男
性
、
迎
に
、
役
割
分
担
意
隙
」
「
女
ら
し
さ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
の
男
ち
し
さ
」
な
ど
、
女
性
問
題

運
転
手
や
、
怪
気
霞
備
施
工
授
に
か
か
わ
る
と
必
ず
出
て
く
る

術
者
の
女
笠
宮
の
言
葉
な
ど
用
語
を
、
分
か
り
ゃ
す
く
簡

を
紹
介
し
な
が
ち
、
「
女
ち
し
し
て
い
ま
す
。

く
、
男
ら
し
く
」
で
は
な
く
4
自

編

集

・
発
行

・大
阪
府
生
活

分
ら
し
く
」
生
き
る
選
摂
を
短
文
化
部
女
性
政
策
輔
副
官
侃
・
9

案
し
て
い
ま
す
。

4
2
・
q
耳
目
ノ
』
l

巻
末
の
『
n
女
性
問
題
H

用

4

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
見
聞
き
の
チ
ャ
ー
ト
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意義と成果考える

シンポジウムから

オ994年 2月 20日

す
る
な
ら
、
ぞ
れ
は
む
し
ろ
家

の
中
で
の
親
の
意
械
が
反
映
し

て
い
る
の
だ
と
思
う
」

中
学
校
の
授
術
・
家
庭
科
で

は
十

一
領
域
の
う
ち
、
木
工
、

窓
気
、
食
物
、
家
庭
生
活
の
四

領
域
で
男
女
共
修
。
あ
と
三
領

域
を
手
校
が
選
摂
す
る
乙
と
に

な
っ
た
。
世
田
谷
区
守
克
淀
中

学
で
は
、
一

i
二
年
の
二
学
期

ま
で
前
・
後
期
に
分
り
四
領
域

を
学
習
、
三
学
期
と
三
年
で
男

女
別
に
金
属
加
工
、
情
報
基
礎
、

機
械
(
男
)
、
被
服
、
保
育
(
女
)

等
亭
畢
ん
で
い
る
。

女
子
生
徒
に
木
工
や
電
気
を

教
v

え
る
乙
と
に
な
っ
た
技
術
科

の
小
森
さ
ん
は
「
男
女
差
は
特

に
感
じ
な
い
」

。
生
徒
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
も
「
家
庭
科
が
得

窓
な
男
子
も
、
技
術
科
が
得
意

な
女
子
も
い
る
。
一
緒
に
や
れ

て
よ
か
っ
た
」
と
か
、
「
ノ
コ

ギ
リ
、
カ
ン
ナ
宇
持
っ
と
と
を

や
っ
て
、
将
来
木
を
切
る
仕
事

に
就
く
時
侵
立
つ
と
思
う
」
と

い
う
女
子
生
徒
の
声
が
聞
か
れ

た。
二
人
の
翠
ロ
を
踏
ま
え
、
家

男
女
共
修
に
取
り
組
む
運
動

「
家
庭
科
は
人
間
が
一
人
の

の
中
で
、
あ
る
中
学
校
の
男
性
生
活
者
と
し
て
自
立
し
て
い
く

の
家
庭
科
教
師
は
、
『
父
親
も
た
め
に
知
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

家
事
、
保
育
園
送
迎
』
と
い
う
ら
な
い
と
家
教
え
る
教
吟

ビ
デ
オ
を
観
せ
、
生
徒
た
ち
の
そ
、

p
uた
視
点
で
、
選
沢
の
三

感
惣
を
聞
い
た
。
「
僕
は
仕
事
領
域
を
何
に
す
る
の
か
。
男
女

だ
け
を
し
て
い
た
い
」
「
好
き
と
も
に
や
る
の
か
、
否
か
。
こ

庭
料
の
男
女
共
修
運
動
を
進
め
な
男
の
子
と
結
婚
し
、
仕
事
は
れ
帯
決
め
て
い
く
と
と
が
、
今

て
二
十
年
に
な
る
半
田
さ
ん
は
し
な
い
で
一
生
尽
く
す
」
な
後
中
学
校
の
家
庭
料
を
成
功
さ

「
家
庭
科
は
人
閣
の
営
み
を
教
ど
、

H

固
定
的
役
割
u
を
意
餓
せ
る
カ
ギ
に
な
る
。
選
摂
に
『
保

材
に
揖
唱
え
れ
h
科
目
。
授
業
の
申
し
た
声
も
あ
っ
た
が
、
「
女
が
豆
は
ぜ
ひ
加
え
て
ほ
し
い
。

で
さ
ま
ざ
ま
の
問
題
が
出
、
そ
家
事
、
育
児
だ
り
を
し
て
ず
っ
保
育
は
男
女
一
緒
に
学
ひ
、
そ

れ
を
ま
た
教
材
と
し
て
、
男
女
と
家
に
い
な
き
ゃ
な
ら
な
い
と
れ
で
成
果
の
上
が
る
テ
!
?
だ

が
と
も
に
考
え
を
話
し
合
う
と
い
う
考
え
は
間
還
っ
て
い
る
と
と
思
う
」

と
が
で
き
る
。
教
育
の
中
に
そ
思
う
。
何
が
間
違
え
か
よ
く
分
ま
た
高
佼
で
の
家
庭
科
で
は

う
い
う
場
が
用
語
で
き
る
と
い
か
ら
な
い
が
、
昔
、
男
女
一
緒
「
家
庭
一
般
」
「
生
活
技
術
」「生

う
と
と
は
、
男
女
平
等
を
進
め
に
技
術
家
庭
科
を
や
っ
て
来
な
活

一
般
」
の
い
ず
れ
か
一
つ
を

る
上
で
、
大
変
有
勅
な
手
段
だ
」
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
」
と
学
校
が
選
び
、
四
単
位
男
本
必

と
揺
す
。

率
直
に
時
へ
る
生
徒
も
い
た
o

習
と
な
っ
た
が
、
半
固
さ
ん
は
、

ト
仁
手
白

4
-
E
J
同
国
明
ト

9
君
主
当
f
凶
ヨ

kpr-

E
一る£

'
t
両
目
函

U
V
4
-
J
{豆
て
一
品

E
3
1

男
の
家
庭
科
教
諭
の
時
代

新
し
い
取
り
組
み
を
報
告
。

埼
玉
県
の
高
校
教
師
が
「
イ

ワ
シ
と
エ
ビ
と
日
本
人
」
と
い

う
テ
!
?
で
授
業
を
待
っ
た
。

イ
ワ
シ
と
エ
ピ
を
題
材
に
、
飽

食
な
日
本
人
の
食
生
活
が
、
東

南
ア
ジ
ア
の
人
々
に
ど
う
影
留

し
て
い
る
の
か
を
考
え
さ
せ
る

内
容
。
最
後
は
「
イ
ワ
シ
の
か

ば
焼
き
井
と
つ
み
れ
汁
」
の
調

理
実
習
で
終
わ
る
。

「
昔
の
授
業
は
こ
の
調
理
実

習
だ
り
だ
っ
た
。
家
庭
科
は
単

に
男
女
平
等
だ
防
で
な
く
、
今

日
の
私
た
ち
の
一
暮
色
し
を
地
球

規
演
で
学
ぶ
。
そ
ん
な
教
科
と

し
て
の
実
践
が
す
で
に
始
ま
っ

て
い
る
」
と
話
し
た
。

自
立
す
る
た
め
に
不
可
欠

る
の
は
こ
こ
し
か
な
い
の
で

す
。
璽
旺
は
男
廷
が
全
国
か
ら

集
中
し
て
、
半
分
ぐ
ち
い
が
男

性
で
占
め
る
状
況
な
の
で
、
制

限
す
る
動
き
が
あ
る
そ
う
で

す
。
そ
の
あ
と
、
女
生
徒
の
相

加
で
家
庭
科
の
教
員
が
足
り
な

く
な
っ
た
の
で
希
望
し
て
、
一

年
間
週
二
時
間
教
え
た
ん
で

す」
|
|
生
徒
の
反
応
は
い
か
が

で
し
た
か
?

「
一
年
止
再
ι
っ
た
の
で
実
技

は
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、
ほ
と

ん
ど
の
生
徒
が
男
の
先
生
に
教

え
て
も
己
っ
て
よ
か
っ
た
と
い

う
感
想
で
し
た
。
違
和
感
亭
感

じ
た
と
い
う
生
徒
は
一
人
だ
け

で
し
た
。
な
か
に
は
男
女
両
方

の
先
生
に
習
っ
て
み
た
か
っ
た

と
い
、
昼
徒
も
い
ま
し
た
。
家

庭
科
に
男
の
先
生
が
い
る
と
い

う
こ
と
が
大
切
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
」
1
1ど
ん
な
塞
庭
科
に
し
た

い
で
す
か
?

「
家
庭
科
と
い
え
ば
、
い
ま

で
も
料
理
や
裁
縫
、
マ
ナ
'
を

教
え
る
科
目
、
す
な
わ
ち
-主
婦

に
な
る
た
め
の
教
育
と
考
え
て

い
る
人
が
多
い
の
で
す
が
、
ぼ

く
は
人
間
と
し
て
甚
素
的
な
と

と
、
つ
ま
り
生
活
哲
学
を
教
え

る
科
目
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
環
境
や
資
源
の
問

題
を
考
え
る
と
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ

ペ
ー
パ
ー
で
机
は
ふ
け
な
い

し
、
少
な
く
と
も
自
分
が
や
っ

て
い
る
と
と
の
意
味
は
知
っ
て

ほ
し
い
。
ま
た
大
人
に
な
っ
て

い
く
段
階
で
、
仕
事
を
も
ち
、

性
や
結
婚
、
家
事
労
働
、
老
後

の
問
題
な
ど
、
学
校
の
勉
強
と

ち
が
っ
て
簡
単
に
答
え
の
出
せ

な
い
問
題
に
ぶ
つ
か
り
ま
す
。

そ
ん
な
持
、
男
ら
し
さ
、
女
ち

し
さ
で
は
な
く
、
自
分
は
と
っ

生
き
た
い
の
か
、
自
分
で
考
足
、

自
分
色
し
い
選
沢
が
で
き
る
大

人
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
」

ー
上
家
庭
科
教
員
を
め
ざ
す

「
男
の
会
」
は
ど
ん
な
活
動
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
0
・

「
現
在
メ
ン
バ
ー
は
六
十
名

で
全
国
に
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま

す
。
鰻
初
は
免
許
を
取
る
た
め

の
情
報
交
換
、
エ
イ
ズ
教
育
や

被
服
の
勉
強
会
な
ど
を
や
っ
て

き
ま
し
た
。
愚
逗
は
全
国
の
短

大
に
共
学
を
認
め
よ
手
と
い
う

要
求
、
国
公
立
大
(
お
茶
の
水

女
子
大
、
奈
良
女
子
大
な
ど
)

の
男
性
へ
の
門
声
開
放
や
、
男

性
教
員
の
採
用
を
増
す
要
求
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
多

く
て
が
ま
わ
ら
な
い
く
ら
い

な
ん
で
す
」

南
野
さ
ん
は
と
て
も
さ
わ
や

か
に
、
気
負
わ
ず
、
あ
た
皇
軍

え
の
乙
と
と
し
て
共
修
の
必
要

を
語
っ
て
く
れ
た
ロ

男
子
生
徒
が
男
性
の
先
生
に

家
庭
科
を
習
い
、
家
事
や
育
児

に
男
性
が
-
賓R
涯
を
も
つ
て
か
か

わ
る
風
景
が
あ
た
的
是

り
、
男
性
の
家
庭
科
教
師
が
め

ず
ら
し
い
と
と
で
な
く
な
志
社

会
が
一
日
も
皐
く
く
る
と
と
を

期
待
し
た
い
。

小
・
中
学
校

生
き
る
力
を
養
う
教
科

校

へ
の
抱
負
や
会
の
糧
動
に
つ
い
い
て
き
た
こ
と
と
、
牛
吾
平
家

で

聞

い

た

。

族

の

と

と

で

悩

み

を

か

か

え

て

南
野
さ
ん
は
十
三
年
間
、
英
い
る
牛
穫
を
見
て
い
て
個
人

語
の
教
師
を
し
て
い
た
。
九
ニ
に
し
っ
か
り
せ
え
と
い
う
吉

年
七
月
に
H

男
性
も
家
庭
科
教
で
は
あ
か
ん
の
で
は
な
い
か
。

蹴
に
な
る

P
と
呼
び
か
け
て
も
っ
と
自
分
た
ち
の
生
活
雫

中
学
、
高
校
の
教
師
、
学
#
玄
J

直
面
す
る
問
題
吾
話
相
議
す
る
必

一
平
人
で
「
家
庭
科
教
員
を
め
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

ざ
す
男
皇
」
を
つ
く
っ
匂
っ
た
ん
で
す
」

|
|
英
語
か
ら
家
庭
科
の
教
l
|
ど
の
さ
つ
に
し
て
、
家

師
に
変
わ
ろ
う
一と
決
、
年
己
れ
た
庭
科
の
免
許
を
と
ら
れ
ま
し
た

き

っ

か

け

は

?

か

0
・

九
「
結
婚
し
て
子
ど
も
が
産
ま
「
五
年
前
に
日
本
女
子
大
の

射
れ
、
蓄
や
重
に
か
か
わ
る
通
信
教
育
に
昔
、
一
一
年
間
で

澗
よ
う
に
な
っ
て
、
添
加
物
や
衣
と
れ
ま
し
た
。
か
な
り
ハ
l
ド

服
の
と
と
な
ど
生
活
に
目
が
向
で
し
た
が
通
信
で
免
許
が
と
れ

三
z三

圭E

--
三三

Z芸
圭E

E圭

三Z
E呈
喜三

--
言E

主王
室三

E王

子三
主
主

主三

--
三三
吾主

主-

主主

言主

主害
吉三

主主
吉三

三吉

E主

喜三

主三

三言

E主
主主

E主

主主

f主

皇言

--
喜三

E三
三宮

吉三

--
E喜

三吉

--
i言
三三

--
"'''' 
E呈
--
E圭
主主

主三

圭2

2三
圭2

2三
壬2

--
吉三

主.-
E三
三吉

--
f二三
.票管三
i輩出三<) i盆〓

苔:;!;""":芸
」ι!!s.=至
言03せ言

i 2三E三
:': 

5三

喜E

--
芸Z

E皇

芸E

E三
三三

E圭
--
E三

吾E
E三

圭E

幸E

E圭

--
:= 

ゼ
グ
シ
ユ
ア
ル

【
大
区
高
校
で
は
、
今
年
(
九

四
年
)
度
か
色
家
庭
科
の
男
女

共
修
が
始
ま
る
。

男
性
の
家
庭
科
教
諭
は
全
国

に
六
人
い
る
。
昨
年
の
秋
、
大

阪
で
も
三
人
の
男
性
教
愉
が
寵

生
し
た
。
採
用
さ
れ
た
三
人
の

う
ち
、
二
人
は
「
家
庭
科
教
員

を
め
芦
守
男
の
会
」
の
メ
ン
バ

ー
。
去
の
一
人
、
会
の
世
話
人

で
も
あ
る
南
野
忠
晴
さ
ん
(
大

阪
府
立
渋
谷
高
校
)
に
、
共
修

第二東京弁護士会

は
普
か
ら
あ
り
、
物
事
の
本
質

は
な
ん
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
の

だ
と
い
う
鉦
闘
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
、
と
隠
し
て
い
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
十
三
時

三
十
分
開
A
E

。
法
廷
劇
後
の
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
金
字
一
雅
霞
(
東
京
都
労
政

部
)
さ
ん
を
は
じ
め
、
ゲ
ス
ト

と
、
問
委
員
会
委
員
と
の
パ
ネ

ル
デ
イ
ス
カ
γ
シ
ョ
ン
。
入
場

無
料
。

• 
ハ
ヲ
ス
メ
ン
ト
問
題
ニ
つ
の
取
り
組
み

法
廷
劇
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
模
擬
裁
判
」
で
公
聴
会

弁
綬
士
会
と
し
て
、
初
め
て

一
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

一
ト
問
題
に
取
り
組
み
、
同
問
題

一
の
研
究
を
続
け
て
い
る
第
二
東

一
京
弁
護
士
会
〈
両
性
の
平
等
に

一
関
す
る
委
員
会
〉
で
は
、
そ
の

一
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
「
セ
ク

m一
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
法

院
一
律
相
談
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
、

問一

三
月
中
旬
に
宛
刊
。
こ
れ
を
記

間
一
念
し
て
、

三
月
十
九
日
に
は
、

潤一

『
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
セ
ク
ハ
ラ

目
白
シ
ン
ポ
別
」
l
法
廷
劇
と
パ
ー

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
』
を
開

く。
同
会
で
は
、

一
九
八
九
年
に

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
電
話
相
談
を
ス
タ
ー
ト
、
今

年
で
五
年
目
を
週
五
る
。
乙
の

電
話
相
談
が
行
わ
れ
た
乙
と

で
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
」
と
い
う
一
百
繋
が
一

般
に
定
着
し
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
だ
る
つ
。

間
ガ
イ
ド
プ
y
ク
は
、
周
会

が
到
灯
し
て
い
る
亘
書
『
外

国
人
活
律
相
談
』
な
ど
の
カ
イ

ド
プ
シ
ク
・
シ
リ
ー
ズ
の
一
環

で
、
も
と
も
と
は
法
律
家
、
専

門
家
向
け
に
出
さ
れ
て
い
る
も

の
だ
が
、
こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
限
り
、
被
害
手
蔓
り
た
女
性

た
ち
に
も
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
配
慮
し
て
僧
成
し
た
と
い

う
。
同
・
は
、
電
話
で
寄
せ
ら

れ
た
相
談
か
ら
、
実
態
、
法
律

要
綱
試
案
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
法
的
検
討
、

ケ
l
ス
研
究
、
諸
外
国
の
法
的

対
応
、
相
談
窓
口
の
紹
介
、
の

六
部
構
成
。
特
に
、
法
的
検
討

の
部
分
で
は
、
九
二
年
の
福
岡

判
決
を
へ

i
ス
に
、
ま
た
、
ケ
ー

ス
研
究
で
は
、
解
説
を
座
談
会

形
式
で
機
諭
す
る
な
ど
、
工
夫

を
凝
ら
し
て
い
る
。

「

puで
も
新
し
い
内
容
を
」

と
の
事
か
色
、
現
在
、
校
正
康

B祖霊斗喝‘
圭悶翠I!'JII;I:コ色

合99
J民阻止

田園田

(簡3種耳慣物寵可)

階
で
、
発
刊
は
も
う
少
し
先
に

な
る
が
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

の
日
に
は
、
頒
布
に
漕
ぎ
着
け

る
圭
定
。

B
E判
、
約
百
八
十

ペ
ー
ジ
。
価
格
は
一
冊
二
千
1

ニ
千
五
百
円
程
度
の
目
見
込
み
。

〈
〉

三
月
十
九
日
に
聞
か
れ
る
記

念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
法
廷
劇

「
D
坂
鈍
時
、
そ
の
一
男
セ
ク
ハ

ラ
に
つ
き
。
」
と
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
セ
ク
ハ
ラ
シ

ン
ポ
引
」
の
二
本
立
て
。
法
廷

劇
は
、
原
案
、
脚
本
・
演
出
・

出
演
と
も
、
同
会
の
両
性
の
平

等
に
関
す
る
委
員
会
の
現
笹
井

ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
に
お
い
て
、
し
て
売
買
し
て
い
た
と
見
色
れ

子
ど
も
密
輸
が
問
題
化
し
て
い
る
病
院
の
事
件
等
の
実
厳
調
査

る
。
二
年
以
上
に
も
わ
た
り
、
に
乗
り
出
し
た
。

人
栂
擁
磁
運
動
グ
ル
ー
プ
が
、
九
三
年
初
め
は
、
ほ
ほ
毎
日

そ
の
実
例
を
数
々
報
告
し
続
け

一
人
の
劃
合
で
子
ど
も
が
盗
を

て
い
た
が
、
政
府
も
や
っ
と
と
消
し
た
。

と
の
量
大
さ
を
認
織
。
保
健
福
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
・
ウ

1
メ
ン

宇
最
長
井
す
る
委
員
会
を
設
置
ズ
・
ス
タ
デ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
の

し
て
、
Z
左
も
の
臓
器
軒
漏
出
調
査
に
よ
る
と
、
子
ど
も
密
輸

子
ど
も
の
売
買
を
な
く
せ

みんなのページです.雪いたいこと字、知らせたい

ことが晶ったら、どんどん控輔して下さい圃

電話 03(3343) 1846 
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私
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f
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ホ
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ジ
ュ
ラ
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法
律
相
談
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

一
九
八
八

(平
成
元
)
年
の
「
噌
奮
指
導
要
領
」
で
家
庭
訂
の
男
女
共
惨
が
一
ホ
さ
れ
、
昨
年

四
月
か
ら
小
・
中
学
校
で
完
全
実
施
さ
れ
て
い
売
現
場
の
穣
子
は
ど

Z
2
Z
Jか
。
七
日
、

せ
hι
が
や
女
性
セ
ン
タ
ー
か
長
官
す
。
で
、
小
・

2支
出
の
教
諭
ら
宍
ハ
ネ
ラ
l
に
、

「男

女
平
等
教
育
を
考
え
る
予
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
玲
(
主
催
H
せ
た
が
や
女
性
セ
ン
9
l
N
ら

ぶ
2
p
、
世
田
谷
区
教
育
要
員
会
福
担
導
室
)

岩
崎
正
喜
(
都
立
立
川
短
大
教
育
の
意
義
と
成
果
を
考
え

助
教
授
)
さ
ん
の
基
調
鵬
演
後
、
る
」
と
題
し
て
話
し
合
っ
た
。

岩
崎
さ
ん
を
司
会
に
、
岩
崎
育
小
五
を
担
一
任
し
て
い
る
岩
崎

子
(
世
田
谷
区
立
山
野
小
教
さ
ん
は
「
子
ど
も
た
ち
は
、
初

愉
)
、
小
森
信
得
(
同
北
沢
中
め
て
の
家
庭
科
授
業
を
楽
し
み

教
諭
)
、
半
田
た
つ
子
(
ウ
イ
に
し
て
い
る
。
男
女
と
も
謁
理

書
房
代
表
取
締
役
・
家
庭
科
の
や
裁
縫
に
強
い
興
味
を
示
し
、

男
女
共
修
を
す
す
め
る
会
)
さ
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
男

ん
が
「
学
校
に
お
け
る
家
庭
科
女
の
一
俊
創
意
識
が
男
ら
れ
る
と

フ
デ
シ
ュ
等
の
人
々
が
証
言
、
李
恩
貞
(
鞠
国
国
会
機
貝
)
、

陪
審
は
林
開
子
(
#
鍍
土
〉
、
寺
沢
勝
子
(
井
趨
士
)
、
鈴
木

践
者
小
路
公
秀
(
明
治
学
院
大
裕
子
(
歴
史
研
究
者
)
。
参
加

護

士

が

担

当

し

て

い

る

。

劇

は

、

教

授

)

、

ク

リ

シ

ュ

ナ

・
ア
イ
費
千
円
。

約

一

時

閣

の

本

格

的

な

も

の

。

ヤ

l

(

イ

ン

ド

前

最

高

裁

判

な

お

、

三

月

十

日

(

木

)

十

井

畿

士

会

で

は

、

こ

れ

ま

で

も

事

)

。

九

時

か

ら

、

渋

谷

・
山
手
教
会

い

ろ

い

ろ

な

問

題

を

寸

劇

を

週

第

二

部

は

「

女

性

へ

の

戦

争

玄

性

暴

力

積

牲

者

追

悼

の

さ

し
て
ア
ピ
ー
ル

す

る

左

法

を

と

一

犯

容

。

そ

の

①

が

{

米

軍

基

キ

ャ

ン

ド

ル

デ

モ

が

あ

る

o
隠

っ

て

き

て

い

る

が

、

「

素

人

の

一

地

と

国

連

P
K
OV
。
韓
国
、
い
合
わ
せ
・
実
行
餐
宮
/
F
A

寸

劇

は

、

や

や

も

す

る

と

コ

ミ

一

フ

ィ

リ

ピ

ン

、

沖

縄

、

カ

ン

ボ

X

閃
・
3
4
R
0
・
9
7
5

カ
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ
。
被
害
一

-

-

-

-

l

f

t

・

-

‘

.

-

-

b

j・
B'

ジ
ア
、
ク
ロ
ア
チ
ア
の
鉦
言
。

2
(ア
ジ
ア
の
女
た
ち
の
会

・

を
受
け
た
女
性
た
ち
に
真
正
面
一

'
m
z
q
d司」
h
川

J
Eハ
イ
晶
画
H
V
F
-、
J

〆
V
F
4長
9
4哩
』

陪
審
は
、
土
井
た
か
子
(
衆
院
気
付
)

一

a
Z
J
h干
・
ト
同
ν
l
』
ノ
品
創
引
「
ノ
、
、
JV

「
ノ
み
弘
L
H
T
q
E
A

に
向
い
た
も
の
に
し
た
か
っ
一

--1
1
4
J
jー
、

、

ー
、

1
1
J

蝿
重

・
予
定
)
、
コ
リ
ン
ヌ
・
な
お
、
実
迂
註
運
宮
資
金

た
」
と
い
う
。
一
女
性
の
人
身
売
買
、
慰
安
婦
ア
ジ
ア
法
廷
ど
は
、
マ
ニ
ラ
公
聴
会
。
東
京
で
の
法
廷
は
=
一
ド
ゥ

・
ス
l
ザ
(
イ
ン
ド
人
権
カ
ン
パ
宇
舞
っ
て
い
る
。
個
人
、

舞
台
は
法
廷
の
み
。
観
客
席

一
問
題
、
基
庖
買
春
を
裁
く
「
女
に
本
部
の
あ
る
ア
ジ
ア
女
性
人
月
九
日
か
ち
十
四
日
ま
で
一
聞
か
活
動
家
)
、
武
村
二
三
夫
(
弁
一
口
二
千
円
以
上
、
団
体
、
一

が
裁
判
開
に
な
っ
て
お
り
、
劇
一
性
の
人
樋
ア
ジ
ア
法
廷
」
が
一
一
一
権
評
議
会

(
A
W
H
R
C
)
が
れ
る
が
、
十
二
日
が
一
般
開
放
護
士
)
。
そ
の
②
{
慰
安
婦
問
口
一
万
円
以
上
。
郵
便
援
替

は
事
実
審
理
ま
で
で
、
判
決
は
月
士
百
(
土
)
由
時
ー
ら
時
)
北
京
世
界
女
性
会
績
に
む
け
で
の
公
聴
会
に
な
る
。
患
。
鉦
言
は
韓
国
、
フ
ィ
リ
東
京

1
7
6自

2
6
支

出
さ
れ
な
い
が
、
休
憩
時
間
に
、
一
早
稲
田
大
学
国
際
会
機
場
(
地
さ
ま
ざ
ま
な
女
性
の
人
権
を
テ
と
の
日
の
一
四
程
は
第
一
部
が
ピ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ァ
、
マ
レ
l
性
の
人
権
」
寮
員
会
。

参
加
者
に
有
罪
か
無
罪
か
の
ア
一
・
早
稲
田
下
車

7
分
)
で
開
か
!
?
に
ア
ジ
ア
各
地
で
闘
い
て
「
女
性
の
人
密
売
買
」
。
タ
ィ
、
シ
ア
か
ち
。
在
日
の
宋
神
道
さ

ン
ケ
l
卜
を
取
る
と
い
う
趣
一
れ
る
o

い
る
償
擬
裁
判
の
掃
を
と
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
君
、
パ
ン
グ
ん
も
証
言
台
に
立
つ
。
陪
審
は

向
。
と
の
劇
で
は
、
霊
百
の
女
一

S
S
3
5
S
3
3
5
3
5
5
5
5
3主
主
主

3
3
3
5
s
s
?
3
g
s
i韮
G
3
3
5
5
3
5
5
3
5
i
s
s
a
g
s
g
x言
、

性

と

、

被

告

の

男

性

王

司

と

の

犯

人

た

ち

が

口

矛

ど

も

を

ス

手

に

出

す

母

親

の

多

く

は

シ

ン

グ

九

二

年

、

盤

子

縁

組

を

一

時

停

微

妙

な

恒

吉

の

食

い

違

い

を

取

す

る

方

法

は

、

強

奪

、

だ

ま

し

ル

マ

ザ

1
。
政
府
役
員
や
政
府
止
し
た
。

り

上

げ

て

い

き

、

や

が

て

相

互

て

一

連

れ

去

る

、

母

親

と

結

託

、

の

笠

宮

福

祉

委

員

会

も

不

正

な

ユ

ニ

セ

フ

は

、

ホ

、

ζ
J
ュ
ラ

の

代

理

人

の

攻

防

の

中

か

ら

真

母

親

代

わ

り

と

な

る

等

。

取

り

養

子

縁

組

に

か

か

わ

っ

て

い

た

ス

政

府

に

対

し

、

子

ど

も

の

権

実

が

見

え

、

本

当

の

セ

ク

シ

ュ

引

き

は

、

仲

介

者

と

密

貿

易

者

と

い

う

ス

キ

ャ

ン

ダ

ル

も

こ

の

利

保

護

の

た

め

の

国

レ

ベ

ル

の

ア
ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

と

は

何

に

と

っ

て

三

門

4
4味
の
あ
る
も
の
ほ
ど
明
ら
か
に
な
っ
た
。
機
関
霞
置
を
提
起
し
、
子
ど
も

な

の

か

を

考

え

て

い

く

。

で

、

外

国

人

の

養

父

国

は

一

方

子

ど

も

た

ち

は

、

餐

子

縁

組

売

買

を

な

く

す

た

め

の

あ

ろ

ゆ

自

ら

劇

団

を

主

宰

し

て

い

る

ド

ル

か

二

万

五

千

ド

ル

支

払

う

の

目

的

で

海

外

に

売

ち

れ

る

と

る

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

へ

の

支

持

を

ふ

と

い

う

脚

本

・

演

出

塁

の

福

と

い

う

。

も

言

わ

れ

る

が

、

野

党

費

口

表

明

し

た

。

議

井

襲

さ

ん

は

、

セ

乙

ュ

ア

背

療

に

処

経

済

感

化

、

家

l

ザ

・

ゴ

ド

イ

は

、

臓

器

と

し

カ

ト

リ

ッ

ク

雲

も

、

ら

い

に

町

田

ル

・

ハ

ラ

ス

メ

ン

ト

と

い

う

命

庭

崩

額

、

政

治

家

の

腐

敗

が

あ

て

売

ら
れ
て
い
る
ケ
1
ス
も
あ
問
題
に
つ
い
て
憂
慮
を
表
し
、

辺

事

蘭

い

と

て

立

て

実

は

る

と

考

え

ら

れ

て

い

る

o
Z
る
と
告
発
虐
待
ケ
l
ス
の
一
報
政
府
に
対
策
を
語
し
た
。
(
第

の

け

書

乙

の

問

題

は

新

し

い

事

で

は

な

も

号

売

る

H

あ
る
い
は
U

餐

ア

告

hv数
多
く
な
っ
て
政
府
は
、
一
言
界
ネ
ッ
ト
ワ
ク
通
信
)

刑
受

一

昨刊を
J

く
古
い
問
題
だ
と
い
う
事
。
園
理

閉
曹
レ
近
セ
ク
・
ハ
ラ
と
い
う
名
が
付

来

世

故

い
た
だ
り
で
、
と
う
し
た
行
為

込女性問題、をわかりやすく

大
阪
府
で
は
、
こ
の
た
び
、

若
者
向
け
の
冊
子
「
フ
ァ
イ
ン

.
エ
イ
ジ
・
コ
ン
パ
ス
」
を
作

成
レ
草
し
た
。
こ
の
冊
子
は
、

若
い
人
還
に
、
男
女
共
同
社
会

の
実
現
に
む
け
て
の
理
解
や
認

慨
を
諌
め
て
も
ら
お
う
と
い
う

目
的
で
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

上
野
千
鶴
子
さ
ん
か
ち
の
、

「
オ
ジ
サ
ン
な
ん
か
に
な
り
た

く
な
い
キ
ミ
へ
」
と
い
う
若
い

人
に
向
け
て
の
メ
y
セ
l
ジ
。

進
学
進
路
、
セ
y
ク
ス
、
ダ
イ

大阪府が若者向けパンフを発行
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そろそろワイドがいいみたい。

エ
ッ
ト
な
ど
、
若
い
人
還
が
抱
語
解
説
』
は
、
若
者
ば
か
り
で

え
る
代
表
的
な
悩
み
の
Q
&
な
く
、
女
性
問
題
が
よ
く
分
か

A
。
こ
れ
ま
で
女
性
の
職
場
と

っ
て
い
な
い
ひ
と
に
税
関
す
る

さ
れ
て
い
た
、
家
庭
料
の
教
師
時
に
由
民
一
え
そ
う
で
す
。
「
性
別

や
保
母
に
な
っ
た
男
性
、
迎
に
、
役
割
分
担
意
隙
」
「
女
ら
し
さ
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ミ
キ
サ
ー
車
の
男
ち
し
さ
」
な
ど
、
女
性
問
題

運
転
手
や
、
怪
気
霞
備
施
工
授
に
か
か
わ
る
と
必
ず
出
て
く
る

術
者
の
女
笠
宮
の
言
葉
な
ど
用
語
を
、
分
か
り
ゃ
す
く
簡

を
紹
介
し
な
が
ち
、
「
女
ち
し
し
て
い
ま
す
。

く
、
男
ら
し
く
」
で
は
な
く
4
自

編

集

・
発
行

・大
阪
府
生
活

分
ら
し
く
」
生
き
る
選
摂
を
短
文
化
部
女
性
政
策
輔
副
官
侃
・
9

案
し
て
い
ま
す
。

4
2
・
q
耳
目
ノ
』
l

巻
末
の
『
n
女
性
問
題
H

用

4

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
見
聞
き
の
チ
ャ
ー
ト
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………一塁議雲隠
合
喜
怒

ク
ロ
1
プ
の
香
り
を
噴
い
シ
チ
ュ
ー
な
ど
に
は
欠
か
せ
的
に
日
本
人
の
好
み
に
合
っ
ブ
の
香
り
を
、
さ
り
げ
な
く

だ
多
く
の
人
が
一
言
う
こ
と
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
の
中
で
は
、
て
い
る
証
拠
と
も
言
え
る
で
使
っ
た
料
理
で
す
。

は
、
「
胃
腸
薬
や
、
歯
医
者
ビ
ン
ツ
ケ
油
、
香
料
な
ど
に
、
し
よ
う
。
〈
セ
ロ
リ
l
ア
ク
と
ポ
テ
ト

さ
ん
で
匂
う
香
り
」
と
い
う
音
か
ち
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ク
ロ

l

の
マ
ッ
シ
ュ
〉

乙
と
で
す
。
確
か
に
ク
ロ
ー
そ
の
せ
い
か
、
欧
米
の
ポ

ブ
は
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
マ
ン
ダ
l
(ク
ロ
l
ブ
、
ォ

深
い
香
り
で
す
。
漢
方
薬
や
レ
ン
ジ
ボ
l
ル
)
も
、
わ
り

歯
痛
止
め
薬
な
ど
に
も
使
わ
と
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
色

れ
て
い
ま
す
し
、
料
理
で
は
、
れ
、
最
近
で
は
、
ブ
1
ム
に

ト
ン
カ
ツ
ソ
l
ス
、
ト
マ
ト
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
カ
レ
l
粉
、
ク
ロ
l
プ
の
香
り
が
、
潜
在

は
扱
わ
な
く
な
る
か
も
い
れ
な
か
ら
や
や
こ
し
く
な
る
」
と
言

ぃ
。
大
変
な
状
況
で
あ
る
に
も
う
。

か
か
わ
ら
ず
、
当
扇
は
水
質
調
「
谷
戸
沢
の
問
題
点
は
広
域

査
す
ら
し
よ
う
と
し
な
い
と
怒
と
い
う
こ
と
。
二
十
七
の
自
治

る

。

体

の

大

組

織

で

、

余

り

に

も

組

小
室
さ
ん
は
、
人
聞
は
自
然
織
と
処
理
場
が
大
き
く
て
、
誰

を
切
り
売
り
し
て
繁
栄
し
、
ク
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な

l
ラ
l
等
で
気
持
ち
の
い
い
生
っ
て
い
る
。
小
さ
い
、
自
区
内

分
場
側
は
「
一
・
五
ミ
リ
の
厚
活
を
手
に
入
れ
て
き
た
。
行
き
処
理
場
が
自
の
前
に
あ
っ
た

さ
の
ゴ
ム
シ
I
ト
(
実
験
で
は
着
く
と
と
ろ
は
ど
う
な
の
か
。
ち
、
処
理
場
に
何
か
あ
っ
た
時

エ
ン
ピ
ツ
の
先
で
つ
つ
い
て
も
専
門
家
や
学
者
の
意
見
は
ま
ち
は
自
分
の
家
に
も
影
響
が
あ
る

破
れ
た
)
で
汚
水
を
遮
断
し
て
ま
ち
。
自
分
一
人
で
や
れ
る
と
と
誰
も
が
考
え
れ
ば
、
ゴ
ミ
の

い
る
の
で
漏
れ
る
は
ず
は
な
と
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
こ
と
。
捨
て
か
た
も
考
え
る
よ
う
に
な

い
」
と
つ
っ
ぱ
ね
る
。
し
か
し
、
本
を
買
う
時
、
カ
パ
1

る
。
そ
れ
が
大
切
な
の
だ
」
と

汚
水
漏
れ
と
い
う
現
実
に
ぶ
は
い
ら
な
い
と
言
う
と
袋
に
入
萩
原
さ
ん
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
安

っ
か
り
、
そ
れ
ま
で
関
心
の
糟
れ
て
く
れ
る
。
ゴ
ミ
の
元
を
拒
全
な
物
を
町
の
中
に
作
り
、
生

か
っ
た
第
二
処
分
場
建
設
計
画
否
す
る
に
は
努
力
と
時
間
も
か
活
の
中
で
常
に
ゴ
ミ
問
題
を
身

に
対
し
て
、
住
民
た
ち
は
反
対
か
る
と
、
過
剰
包
装
に
疑
問
さ
近
に
感
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

の
声
を
上
げ
始
め
た
。
え
抱
か
な
く
な
っ
た
社
会
で
、
い
う
。

つ
ま
り
萩
原
さ
ん
が
、
処
分
ゴ
ミ
の
元
に
な
る
物
を
拒
否
す
『
物
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
生

場
と
地
下
水
汚
染
の
関
係
を
究
る
乙
と
の
難
し
さ
を
語
る
。
ま
活
が
、
飲
み
水
の
汚
見
を
も
た

明
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
第
二
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
と
一
電
つ
が
、
ら
せ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

処
分
場
建
設
反
対
運
動
の
火
が
と
れ
は
本
当
は
自
分
が
手
に
入
ほ
ど
皮
肉
で
悲
し
い
こ
と
は
な

つ

い

た

の

だ

。

れ

た

資

源

を

完

全

に

使

い

き

い

:
:
:
』
と
映
画
は
訴
え
る
。

「
処
分
場
か
ち
の
汚
水
が
直
り
J
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
と
言
う
ベ
ビ
l
シ
ッ
タ
i
付
き
特
別

接
川
に
流
れ
込
む
の
で
、
サ
ン
こ
と
だ
。
が
、
一
般
に
は
再
利
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
、
三
月
五
日

シ
ョ
ウ
魚
、
メ
ダ
カ
、
ハ
ヤ
な
用
で
き
る
物
だ
か
色
、
ど
ん
ど
(
土
)
か
ら
十
八
日
(
金
)
ま
で
、

ど
、
普
い
た
生
物
が
み
ん
な
い
ん
手
に
入
れ
て
下
さ
い
と
い
う
キ
ネ
カ
大
森

(
J
R
大
森
駅
東

な
く
な
っ
た
。
さ
ち
に
シ
ョ
ッ
経
済
の
カ
ラ
ク
リ
の
中
に
落
ち
口
西
友
大
森
居
五
階
官
邸
・

3

ク
だ
っ
た
の
は
、
私
が
無
農
薬
た
リ
サ
イ
ク
ル
だ
」
と
。

7
6
2
・
6
0
0
0
)
。
鑑
賞

で
作
っ
た
野
菜
を
友
人
に
届
け
西
山
さ
ん
も
大
き
く
う
な
ず
券
H
一
般
千
三
百
円
(
当
日
千

た
ら
、
J
」
れ
が
T
B
X
P
(プ
い
て
「
私
は
カ
ラ
ク
り
の
ド
ツ
七
百
円
)
都
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

ラ
ス
チ
ッ
ク
添
加
物
)
の
入
っ
ボ
に
は
い
り
込
ん
で
い
る
気
持
他
。
な
お
上
映
委
員
会
で
は
、

た
野
菜
か
H

と
言
わ
れ
た
こ
と
ち
。
大
量
生
産
、
大
日
消
費
に
前
売
り
券
二
枚
以
上
の
希
望
者

だ
」
と
い
う
萩
原
さ
ん
。
よ
っ
て
物
が
安
く
な
る
側
面
が
に
は
、
ジ
ェ
イ

・
フ
ィ
ル
ム
内

よ
そ
の
人
の
方
が
、
危
険
を
あ
る
。
消
費
者
は
グ
安
け
れ
ば
(
官
邸
・
3
3
9
9
・
O
R
6

感
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
曹

P
と
言
う
企
業
と
消
費
者

4
)
で
、
特
別
上
映
協
力
券
千

日
の
出
町
の
農
産
物
を
市
場
で
の
利
害
関
係
が
一
致
し
て
い
る
こ
百
円
も
用
意
し
て
い
る
。

-i-匡
£
川
相
mmm削
訓
』
=
k
k
一一一主
一
一
一
一
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
ア
に
。
即
売
も

H
え
t
J
'
f峰
山
一
重
量
あ
れ
空
襲
・
市
民
の
描
い
た

司ゴ
I

ll
l
-
HU

円
、
大
・
高
生
川
円
、
中
・
小
「
空
襲
の
町
」

一2

月一

Frill--H
生
別
円
※
団
体
劃
引
有
り
間
管
制

i幻
日
間
9
時
1
2

V
引
世
紀
・
的
・
空
間
合
せ
・:
同
美
術
館

gm・
5
9
時
江
東
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

お
日
制
1
4月
4
日
間
叩
時

9
2
・
8
7
0
0

展
示
ホ
l
ル
(
地

・
西
大
島
駅

i
火
曜
休
館
セ
ブ
ン
美
術
館

V
「
や
す
あ
か
の
」
古
典

l
分
)
語
り
部
コ
ー
ナ
ー
、

(
池
袋
駅
)
美
術
と
い
う
制

布
ウ
エ
ア

-
紙
芝
居
(
幻
日
)
な
ど
主
催

度
や
考
え
方
が
生
ま
れ
る
前
に
お
日
制

lu日
間
東
急
百

:・
再
び
許
す
な
東
京
大
空
醒
/

音
作
ら
れ
た
考
古
出
土
品
や
、
貨
百
本
庖
7
階
催
事
場
明
治
反
戦
平
和
の
集
い
実
行
委

民
具
な
ど
を
新
し
い
態
味
で
の

・
大
正

・
昭
和
初
期
の
古
典
は

V
老
後
の
住
ま
い
方
房
考
え

美
術
と
し
て
紹
介
一
般
卿
着
物
地
を
優
雅
で
個
性
的
な
オ

る
会
「
歌
体
操
」

初
日
出
比
時
シ
ニ
ア
ハ
ウ

ス
新
町
(
大
阪
)
寺
嶋
龍
子

問
円
申
込
み
:
・
側
生
活
科
学

研
究
所
内
同
会
官
m
-
5
3
3

・1
4
4
5
(高
橋
)

地
元
民
の
意
思
を
無
視

進
む
第
一

一
処
分
場
建
設
計
画

た
っ
た
一
つ
の
ゴ
ミ
が
、
人
の
命
を
奪

(f
l映
画

『水
か
ら
の
速
達
』
の
訴
-
る
ル
。
東
京

都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
に
あ
る
登
戸
沢
三
多
塵
ぬ
域
最
終
処
分
場
は
、
一
九
八
四
年
に
内
陸
型

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ざ
つ
く
り
と
山
を
削
っ
て
造
ら
れ
た
巨
大
な
処
分
場
た
。
こ
こ
に

は
、
三
多
摩
地
区
二
土
ハ
市
、
一
町
に
住
む
三
百
六
十
万
人
も
の
ゴ
ミ
焼
却
灰
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
破
砕
ゴ
ミ
が
、
毎
日
十
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
百
台
以
上
持
ち
込
ま
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
き
た

今
、
地
元
民
の
薯
宰
無
視
し
て
、
新
た
に
第
二
処
分
場
の
建
霊
歯
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
モ
デ
ル
処
分
場
か
、
短
汚
水
漏
れ
の
疑
惑
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
の
だ
。

映

画

「

水

か

ら

の

速

達

」

ま

-訴

え

る

で
使
え
な
い
」
と
い
う
の
を
聞

ー

い
て
、
処
分
場
の
汚
水
漏
れ
疑

惑
を
持
ち
、
動
き
始
め
た
人
だ
。

九
二
年
五
月
、
萩
原
さ
ん
は
研

究
者
と
共
同
で
志
茂
さ
ん
の
井

一
戸
の
水
質
を
検
査
。
亜
鉛
、
鉄
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
重
金
属
に
加

え
、
リ
ン
酸
ト
リ
エ
ス
テ
ル
系

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添
加
剤
や
枇

索
が
検
出
さ
れ
た
。

処
分
場
の
汚
水
が
漏
れ
、
地

下
水
汚
梁
を
し
て
い
る
と
と
は

誰
の
自
に
も
明
ら
か
だ
が
、
処

と
の
映
画
は
、
『
し
が
ろ
き
二
月
二
日
、
有
楽
町
マ
リ
オ

か
ら
吹
い
て
く
る
風
』
の
撮
影
ン
の
朝
日
ホ
l
ル
で
、
同
映
画

ス
タ
ッ
フ
と
、
『
阿
賀
に
生
き
の
上
映
会
の
あ
と
、
フ
ォ

l
ラ

る
』
(
位
年
、
佐
藤
真
監
督
)
ム
「
雨
が
空
か
ち
降
れ
ば
;
:
:
」

の
上
映
ス
タ
ッ
フ
が
合
流
し
、
が
行
わ
れ
た
。

ゴ
ミ
が
地
下
水
を
汚
探
す
る
と
パ
ネ
リ
ス
ト
は
西
山
、
小
室

い
う
現
実
に
目
を
向
り
、
処
分
さ
ん
に
加
え
頼
原
基
資
(
映
画

場
の
近
隣
に
葛
ち
す
人
々
の
生
出
演
者
)
さ
ん
。

活
と
肉
声
を
、
八
か
月
間
に
わ
萩
原
さ
ん
は
、
現
在
、
櫓
原

た
り
記
録
し
た
も
の
。

(

ひ
の
は
ら
)
村
に
住
ん
で
い

監
督
は
西
山
正
啓
、
音
楽
は
る
が
、
一
昨
年
ま
で
日
の
出
町

小
室
等
さ
ん
で
、
二
人
は
『
ゆ
で
十
一
年
間
暮
ら
し
た
。
谷
戸

ん
た
ん
ざ
沖
縄
』
『
し
が
ち
き
沢
処
分
場
か
ら
約
三
百
メ
1
ト

か
ら
吹
い
て
く
る
風
』
な
ど
で
・
ル
離
れ
た
場
所
に
住
む
志
茂
さ

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
ん
が
、
「
井
一
戸
水
が
臭
く
な
っ

汚染された志茂さん宅の井戸水。知らない人がのむとい
けないのでrこの水はのめません」の木札が置かれている

右
か
ら
西
山
、
萩
原
、

小
室
式

λ

【
材
料
】

(4
人
分
)

セ
ロ
リ
l
ア
ク
(
根
セ
ロ

リ
l
/
手
に
入
ち
な
い
場
合

は
普
通
の
セ
ロ
リ
l
)
・:

削
g
、
じ
ゃ
が
い
も
(
大
)

:・
l
個
、
パ
タ
l
:
大
さ
じ

2
、
牛
乳
・
:刷
∞
、
水

:-m

∞
、
水
:・

m
m、
固
形
プ
イ

砂129 ~

幡Y

第 1056号

ヨン・
:
l個
、
塩
:
・
小
さ
じ

凶
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
l
:・小

さ
じ
凶
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:・

1
枚
、
ク
ロ

l
ブ
・:
l個、

オ
l
ル
ス
パ
イ
ス
・:l
個

【
作
り
方
】

①
セ
ロ
リ
l
ア
ク
は
、

少

し
厚
め
に
皮
を
む
き
5
佃
に

切
る
。
普
通
の
セ
ロ
リ
l
の

場
合
は
、

5
仰
の
長
さ
に
切

る
。
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
を
む

き
、
四
つ
切
り
に
し
て
お
く
。

②
鍋
に
材
料
金
部
を
入

れ
、
中
火
で
、
野
菜
類
に
火

が
通
る
ま
で
煮
る
。

③
ム
l
ラ
ン
か
裂
と
し
器

で
、
②
を
こ
し
、
少
自
の
パ

タ
l
(分
担
外
)
を
加
、ぇ、塩、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
で
味
を
と

と
の
え
る
。
も
っ
た
り
し
た

固
さ
に
仕
上
げ
る
の
が
コ

ッ。
つ
り
合
わ
せ
、
あ
る
い
は

一
品
料
理
と
し
て
楽
し
ん
で

下
さ
い
。
〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
牛
乳
と
パ
タ
!
の
臭
み
を

弱
め
る
た
め
に
、
ク
ロ
l
ブ

を
使
っ
て
い
ま
す
。
使
っ
た

こ
と
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
直
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

〉

3 

月

「
日
本
で
暮
ら
す

外
国
人
の
学
習
権
」

{月
刊
社
会
教
育

編
集
部
編

醐

後

嗣

湾

問
和
側

聞
…肝
…制ま
さ
に
今
日
的
な
テ
l
マ
の

本
で
あ
る
。
い
ま
日
本
に
は
総

人
口
一
億
二
千
万
人
の
一
婚
を

越
え
る
百
五
十
万
人
ほ
ど
の
外

国
国
籍
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

「
オ
イ
シ
イ
干
し
魚
入
り

ス
i
プ
を
発
見
し
た
ん
だ
げ

ど
一
緒
に
食
べ
に
行
か
な
い

?」
Y
子
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ

た
。
彼
女
は
東
京
の
下
町
育

ち
だ
が
、
今
は
バ
ン
コ
ク
に

住
み
、
日
本
語
雑
誌
の
編
集

を
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
・
ウ

ー
マ
ン
。
タ
イ
料
理
は
何
で

も
好
き
で
、
仕
事
で
地
方
に

へ
行
っ
て
も
、
そ
の
土
地
の

「
オ
イ
シ
イ
物
」
を
心
お
き

な
く
口
に
す
る
と
と
が
で
き

る
日
本
人
(
何
年
住
ん
で
も

日
本
食
を
求
め
て
や
ま
な
い

ヒ
ト
も
多
い
)
で
あ
る
。
そ

れ
だ
り
に
、
自
分
で
オ
イ
シ

イ
グ
と
思
っ
て
も
他
の
日
本

人
が
オ
イ
シ
イ
と
思
う
か
心

配
に
な
る
と
と
が
あ
る
と
打

ち
明
白
た
乙
と
が
あ
る
。

そ
の
干
し
魚
入
り
ス
i
ブ

を
出
す
屈
は
、
-
バ
ン
コ
ク
市

内
の
住
宅
街
に
あ
っ
た
。
近

く
に
は
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や

夜
間
照
明
設
備
の
あ
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
あ
っ
た
り
し

て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
お
酒
落

れ
。
壁
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ス
ロ

ス
に
は
、
タ
イ
各
地
の
伝
統

的
布
地
を
配
し
、
一
戸
外
の
昌

さ
が
ウ
ソ
の
様
な
涼
し
気
な

空
間
で
あ
る
。
自
の
保
養
に

と
時
折
乙
の
あ
た
り
を
探
索

す
る
Y
子
さ
ん
が
、
あ
る
日

見
つ
け
て
入
り
感
動
し
た
ス

ー
プ
だ
と
言
う
。

さ
て
、
お
目
当
て
の
ス
ー

プ
は
「
ケ
l
ン
・
ノ
l
ク・

モ
1
」
。
揚
げ
魚
と
野
菜
(
竹

噌
d
田清ぬ

恥川
ν臥

n
u
qr
 

申注川wnν 
ブリ

の
子
、
キ
ノ
コ
)
の
入
っ
た

辛
く
て
(
生
麿
辛
子
が
た
っ

ぷ
り
)
澄
ん
だ
ス
l
プ
(
タ

イ
で
は
西
洋
料
理
の
コ
ン
ソ

メ
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
)

だ
っ
た
。
こ
の
揚
げ
魚
は
タ
イ
で
最

も
一
般
的
な
魚
、
プ
ラ
1
・

サ
ム
リ
l
(ブ
リ
の
一
種
)

を
干
し
、
さ
ち
に
油
で
カ
ラ

リ
と
揚
げ
て
あ
る
。
身
が
ホ

ッ
ク
リ
と
言
う
よ
り
、
脅
部

分
が
多
く
、
シ
ャ
ソ
、
カ
リ
ッ

と
香
ば
し
い
。
ス
ー
プ
も
ス

パ
イ
ス
の
香
り
豊
か
な
複
雑

な
味
と
い
う
よ
り
ナ
ム
・
プ

ラ
l
(魚
醤
)
も
漕
味
で
淡

白
。
百
構
え
に
し
て
は
素
朴

で
あ
る
。
「
ほ
ら
、
乙
ん
な
魚
昔
食

べ
な
か
っ
た
?
」
と
Y
子
さ

ん
。
そ
つ
だ
、
私
の
祖
母
が

音
作
っ
た
お
つ
ゆ
だ
。
煮
魚

が
ア
ジ
の
時
、
残
っ
た
骨
部

分
を
油
で
揚
げ
、
熱
々
の
汁

を
掛
け
て
作
っ
た
っ
け
。

「
ス
パ
イ
シ
!
な
タ
イ
料

理
の
合
聞
に
、
こ
う
い
う
の

っ
て
の
オ
イ
シ
イ
よ
ね
」
と

子
供
時
代
を
懐
か
し
む
Y
子

さ
ん
だ
っ
た
。
(
戸
田
杏
子
)

工ビの冷凍法
冷凍魚を解凍したものを再び

凍らせると鮮度が溶ちまずくな

る。エビは一度も冷凍してない

ものを手に入代るのが困難だか

ら、残ったものをまた冷凍する

のはむずかしU、。あらかじめ身

崩れを計算し、浅めの容器にエ

ビを氷と一緒に入れ凍ちせる。

背ワタは生臭みの原因となるの

で必ず取り除く。

ケ
ア
(
泊
分
)
無
料
申
込

み
:
・
官
附
・

8
6
2
・
5
0
5

主
催
・・・側
横
浜
市
女
性
協

ho 
A
E
 V
タ
l
ナ
1
銅
版
画
の
世
界

幻
日
間
ま
で
9
時
加
分
l
げ

時
※
月
瞳
休
館
富
士
美
術
館

タ
l
ナ
l
後
期
の
油
彩
画
、
水

彩
画
、
素
描
を
原
画
に
銅
版
画

室

タ
l
ナ
l
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
中
か
ら
叩
点
を
展
示
大
人

間
円
、
大
高
生
側
円
、
中
小
生

別
円
※
団
体
劃
引
有
り
間
合

せ
・:
同
美
術
館
宮

0
5
4
4
・

日
・
2
5
5
0

回大日本水産会・

おさかな普及協議会

「 一手+斗臣官官τ~一一一← e 
元日ζ室主E主尾邑主U者主討f}

案

引

っ

ば

き

展

本

年

度

の

安

井

賞

・

本
田
希
枝

2
日
附
i
7日
間

西
武
百
の
「
漂
流
者
」
を
は
じ
め
、
入

賞
庖
池
袋
庖
7
階
「
つ
ば
き
選
作
品
時
点
を
屋
覧
一
般
側

の
栽
培
教
室
「
つ
ば
き
何
で
円
、
大

・
高
生
側
円
※
前
売
り

も
相
談
」
を
は
じ
め
多
彩
な
講

・
団
体
割
引
有
り
問
合
せ
・:

師
に
よ
る
「
つ
ば
き
フ
ォ

l
ラ
有
楽
町
西
武
官
閃・

3
2
8
6

ム
」
の
開
催
、
別
種

l万
本
の
・

ol--附

つ
ば
き
の
鉢
植
え
、
苗
木
な
ど

V
ビ
デ
オ
上
映
会
「
安
心
し

の
販
売
入
場
無
料
主
催
:
・
て
老
い
る
た
め
に
北
欧
の
老

日
本
ツ
バ
キ
協
会
、
西
武
舞
鶴

人
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

農
場

5
日
出
凶
時
横
浜
女
性
フ

V
「
第
釘
目
安
井
賞
展
」
ォ

l
ラ
ム
(
戸
塚
駅

7
分〉

ーーー
弧
の
深
奥
か
ら
|

|

デ

ン

マ

ー

ク

・
あ
る
都
市
の
例

4
日
幽

im目
岡
山
時
l
凶

(担
分
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

時
有
楽
町
ア
l
ト
・
フ
ォ
l

老
人
福
祉
の
方
向
(
仏
分
)
、

V
つ
ば
き
の
あ
る
生
活
の
提
ラ
ム
(
有
楽
町
西
武
B
館
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
医
療
と
在
宅

て
、
そ
の
約
半
分
の
七
十
万
人
と
「
ふ
れ
あ
い
館
」
建
設
、
千
と
な
る
。
外
国
人
市
民
が
伺
を

が
韓
国
朝
鮮
籍
、
全
体
の
九
五
葉
県

・
鳴
浜
小
の
韓
国
語
の
授
求
め
て
い
る
か
知
ろ
う
-と
せ
ず

%
以
上
が
中
園
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
業
、
神
奈
川
県
国
際
交
流
堅
冨
に
一
方
的
に
と
と
ば
を
教
え
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル
l
、
ベ
ト
の
「
と
と
ば
の
地
図
」
作
成
、
の
は
外
国
人
妻
に
「
早
く
日
本

ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
の
人
々
東
京
都
江
戸
川
葛
西
中
・
小
学
人
に
な
っ
て
く
れ
」
と
求
め
る

だ
と
い
う
。
‘日
本
国
籍
を
持
つ
校
の
日
本
語
学
級
、
大
阪
の
副
の
と
同
じ
で
、
単
に
同
化
を
求

て
い
る
人
々
も
加
え
れ
ば
、
毘
読
本

『
サ
ラ
ム
』
の
到
付
、
対
め
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
「
韓

族
的
背
景
を
異
に
す
る
人
々
の
馬
の
ハ
ン
グ
ル
購
座
、
公
民
館
国
に
お
け
る
外
国
人
問
題
と
多

総
数
は
約
五
十
人
に
一
入
、
外
や
図
書
館
の
実
践
活
動
な
ど
の
文
化
教
育
」
に
H

韓
国
人
の
常

国
人
と
接
す
る
暮
ら
し
は
他
人
事
例
報
告
を
読
む
と
、
ど
れ
も
識
あ
る
い
は
教
養
の
組
み
替
え

事
で
は
な
く
な
っ
た
。
共
通
し
た
見
解
を
出
し
て
い
も
欠
か
せ
な
い
μ

と
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
在
日
外
国
人
の
生
る
。

日

本

人

も

同
様
な
の
が
わ
か

活
、
文
出
、
健
康
の
問
題
に
つ
そ
れ
は
、
外
国
人
問
題
は
自
る
。

い
て
直
接
か
か
わ
っ
て
き
た
施
分
た
ち
の
社
会
の
問
題
だ
と
い
末
尾
に
関
連
の
規
約
、
条
約
、

設
職
員
や
教
員
、
市
民
、
研
究
う
点
だ
。
在
日
外
国
人
の
学
習
協
定
、
法
律
な
ど
が
質
料
と
し

者
が
、
『
月
間
社
会
教
育
』
に
権
が
基
本
的
な
人
権
と
し
て
保
て
添
え
ら
れ
、
関
係
者
は
も
と

報
告
し
た
も
の
を
中
心
に
編
集
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
国
際
化
時
代
に
む
け
て
役

さ
れ
た
の
が
本
.
で
あ
る
。
乙
そ
自
分
た
ち
の
人
権
に
つ
い
立
つ
一
審
。
(曙
)
(
国
土
社

川
崎
市
教
育
委
員
会
の
試
み
て
の
認
識
の
低
さ
を
示
す
も
の

千
八
百
円
)

つ

、

新しい乾太くんは、乾燥時聞をぐっと絡めて

4kg約40分の実力で私しかもファジィ制御で、
衣類の量や賞、湿り具合を見分けて、ガスの

燃焼量や時間るきめ細かく自動段定。速いの

に、衣頚にはやさしい。雨でも、夜でも、朝でも.

忙しくても。軍主かなかったら.乾かしましょう。

。

雨でも唄って、スピード乾燥。
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ま。「お天気は、ときどきあっきり裏切る タ移安ノ阪S沼
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ガス衣類乾燥機<MA-04I>-S>
希望小売価格93.000円(税・工事費~J)

安斎 f、来斤担胃 (4 ) 〈日曜日〉1994年 2月 20日国ぎ~(第3福郵便物舵可)

………一塁議雲隠
合
喜
怒

ク
ロ
1
プ
の
香
り
を
噴
い
シ
チ
ュ
ー
な
ど
に
は
欠
か
せ
的
に
日
本
人
の
好
み
に
合
っ
ブ
の
香
り
を
、
さ
り
げ
な
く

だ
多
く
の
人
が
一
言
う
こ
と
ま
せ
ん
。
暮
ら
し
の
中
で
は
、
て
い
る
証
拠
と
も
言
え
る
で
使
っ
た
料
理
で
す
。

は
、
「
胃
腸
薬
や
、
歯
医
者
ビ
ン
ツ
ケ
油
、
香
料
な
ど
に
、
し
よ
う
。
〈
セ
ロ
リ
l
ア
ク
と
ポ
テ
ト

さ
ん
で
匂
う
香
り
」
と
い
う
音
か
ち
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、
ク
ロ

l

の
マ
ッ
シ
ュ
〉

乙
と
で
す
。
確
か
に
ク
ロ
ー
そ
の
せ
い
か
、
欧
米
の
ポ

ブ
は
、
日
本
人
に
は
馴
染
み
マ
ン
ダ
l
(ク
ロ
l
ブ
、
ォ

深
い
香
り
で
す
。
漢
方
薬
や
レ
ン
ジ
ボ
l
ル
)
も
、
わ
り

歯
痛
止
め
薬
な
ど
に
も
使
わ
と
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
色

れ
て
い
ま
す
し
、
料
理
で
は
、
れ
、
最
近
で
は
、
ブ
1
ム
に

ト
ン
カ
ツ
ソ
l
ス
、
ト
マ
ト
も
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

ケ
チ
ャ
ッ
プ
、
カ
レ
l
粉
、
ク
ロ
l
プ
の
香
り
が
、
潜
在

は
扱
わ
な
く
な
る
か
も
い
れ
な
か
ら
や
や
こ
し
く
な
る
」
と
言

ぃ
。
大
変
な
状
況
で
あ
る
に
も
う
。

か
か
わ
ら
ず
、
当
扇
は
水
質
調
「
谷
戸
沢
の
問
題
点
は
広
域

査
す
ら
し
よ
う
と
し
な
い
と
怒
と
い
う
こ
と
。
二
十
七
の
自
治

る

。

体

の

大

組

織

で

、

余

り

に

も

組

小
室
さ
ん
は
、
人
聞
は
自
然
織
と
処
理
場
が
大
き
く
て
、
誰

を
切
り
売
り
し
て
繁
栄
し
、
ク
も
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
く
な

l
ラ
l
等
で
気
持
ち
の
い
い
生
っ
て
い
る
。
小
さ
い
、
自
区
内

分
場
側
は
「
一
・
五
ミ
リ
の
厚
活
を
手
に
入
れ
て
き
た
。
行
き
処
理
場
が
自
の
前
に
あ
っ
た

さ
の
ゴ
ム
シ
I
ト
(
実
験
で
は
着
く
と
と
ろ
は
ど
う
な
の
か
。
ち
、
処
理
場
に
何
か
あ
っ
た
時

エ
ン
ピ
ツ
の
先
で
つ
つ
い
て
も
専
門
家
や
学
者
の
意
見
は
ま
ち
は
自
分
の
家
に
も
影
響
が
あ
る

破
れ
た
)
で
汚
水
を
遮
断
し
て
ま
ち
。
自
分
一
人
で
や
れ
る
と
と
誰
も
が
考
え
れ
ば
、
ゴ
ミ
の

い
る
の
で
漏
れ
る
は
ず
は
な
と
は
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
こ
と
。
捨
て
か
た
も
考
え
る
よ
う
に
な

い
」
と
つ
っ
ぱ
ね
る
。
し
か
し
、
本
を
買
う
時
、
カ
パ
1

る
。
そ
れ
が
大
切
な
の
だ
」
と

汚
水
漏
れ
と
い
う
現
実
に
ぶ
は
い
ら
な
い
と
言
う
と
袋
に
入
萩
原
さ
ん
。
コ
ン
パ
ク
ト
で
安

っ
か
り
、
そ
れ
ま
で
関
心
の
糟
れ
て
く
れ
る
。
ゴ
ミ
の
元
を
拒
全
な
物
を
町
の
中
に
作
り
、
生

か
っ
た
第
二
処
分
場
建
設
計
画
否
す
る
に
は
努
力
と
時
間
も
か
活
の
中
で
常
に
ゴ
ミ
問
題
を
身

に
対
し
て
、
住
民
た
ち
は
反
対
か
る
と
、
過
剰
包
装
に
疑
問
さ
近
に
感
じ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

の
声
を
上
げ
始
め
た
。
え
抱
か
な
く
な
っ
た
社
会
で
、
い
う
。

つ
ま
り
萩
原
さ
ん
が
、
処
分
ゴ
ミ
の
元
に
な
る
物
を
拒
否
す
『
物
に
あ
ふ
れ
た
豊
か
な
生

場
と
地
下
水
汚
染
の
関
係
を
究
る
乙
と
の
難
し
さ
を
語
る
。
ま
活
が
、
飲
み
水
の
汚
見
を
も
た

明
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
第
二
た
「
リ
サ
イ
ク
ル
と
一
電
つ
が
、
ら
せ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

処
分
場
建
設
反
対
運
動
の
火
が
と
れ
は
本
当
は
自
分
が
手
に
入
ほ
ど
皮
肉
で
悲
し
い
こ
と
は
な

つ

い

た

の

だ

。

れ

た

資

源

を

完

全

に

使

い

き

い

:
:
:
』
と
映
画
は
訴
え
る
。

「
処
分
場
か
ち
の
汚
水
が
直
り
J
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い
と
言
う
ベ
ビ
l
シ
ッ
タ
i
付
き
特
別

接
川
に
流
れ
込
む
の
で
、
サ
ン
こ
と
だ
。
が
、
一
般
に
は
再
利
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
が
、
三
月
五
日

シ
ョ
ウ
魚
、
メ
ダ
カ
、
ハ
ヤ
な
用
で
き
る
物
だ
か
色
、
ど
ん
ど
(
土
)
か
ら
十
八
日
(
金
)
ま
で
、

ど
、
普
い
た
生
物
が
み
ん
な
い
ん
手
に
入
れ
て
下
さ
い
と
い
う
キ
ネ
カ
大
森

(
J
R
大
森
駅
東

な
く
な
っ
た
。
さ
ち
に
シ
ョ
ッ
経
済
の
カ
ラ
ク
リ
の
中
に
落
ち
口
西
友
大
森
居
五
階
官
邸
・

3

ク
だ
っ
た
の
は
、
私
が
無
農
薬
た
リ
サ
イ
ク
ル
だ
」
と
。

7
6
2
・
6
0
0
0
)
。
鑑
賞

で
作
っ
た
野
菜
を
友
人
に
届
け
西
山
さ
ん
も
大
き
く
う
な
ず
券
H
一
般
千
三
百
円
(
当
日
千

た
ら
、
J
」
れ
が
T
B
X
P
(プ
い
て
「
私
は
カ
ラ
ク
り
の
ド
ツ
七
百
円
)
都
内
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

ラ
ス
チ
ッ
ク
添
加
物
)
の
入
っ
ボ
に
は
い
り
込
ん
で
い
る
気
持
他
。
な
お
上
映
委
員
会
で
は
、

た
野
菜
か
H

と
言
わ
れ
た
こ
と
ち
。
大
量
生
産
、
大
日
消
費
に
前
売
り
券
二
枚
以
上
の
希
望
者

だ
」
と
い
う
萩
原
さ
ん
。
よ
っ
て
物
が
安
く
な
る
側
面
が
に
は
、
ジ
ェ
イ

・
フ
ィ
ル
ム
内

よ
そ
の
人
の
方
が
、
危
険
を
あ
る
。
消
費
者
は
グ
安
け
れ
ば
(
官
邸
・
3
3
9
9
・
O
R
6

感
じ
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は
曹

P
と
言
う
企
業
と
消
費
者

4
)
で
、
特
別
上
映
協
力
券
千

日
の
出
町
の
農
産
物
を
市
場
で
の
利
害
関
係
が
一
致
し
て
い
る
こ
百
円
も
用
意
し
て
い
る
。

-i-匡
£
川
相
mmm削
訓
』
=
k
k
一一一主
一
一
一
一
リ
ジ
ナ
ル
ウ
ェ
ア
に
。
即
売
も

H
え
t
J
'
f峰
山
一
重
量
あ
れ
空
襲
・
市
民
の
描
い
た

司ゴ
I

ll
l
-
HU

円
、
大
・
高
生
川
円
、
中
・
小
「
空
襲
の
町
」

一2

月一

Frill--H
生
別
円
※
団
体
劃
引
有
り
間
管
制

i幻
日
間
9
時
1
2

V
引
世
紀
・
的
・
空
間
合
せ
・:
同
美
術
館

gm・
5
9
時
江
東
総
合
区
民
セ
ン
タ
ー

お
日
制
1
4月
4
日
間
叩
時

9
2
・
8
7
0
0

展
示
ホ
l
ル
(
地

・
西
大
島
駅

i
火
曜
休
館
セ
ブ
ン
美
術
館

V
「
や
す
あ
か
の
」
古
典

l
分
)
語
り
部
コ
ー
ナ
ー
、

(
池
袋
駅
)
美
術
と
い
う
制

布
ウ
エ
ア

-
紙
芝
居
(
幻
日
)
な
ど
主
催

度
や
考
え
方
が
生
ま
れ
る
前
に
お
日
制

lu日
間
東
急
百

:・
再
び
許
す
な
東
京
大
空
醒
/

音
作
ら
れ
た
考
古
出
土
品
や
、
貨
百
本
庖
7
階
催
事
場
明
治
反
戦
平
和
の
集
い
実
行
委

民
具
な
ど
を
新
し
い
態
味
で
の

・
大
正

・
昭
和
初
期
の
古
典
は

V
老
後
の
住
ま
い
方
房
考
え

美
術
と
し
て
紹
介
一
般
卿
着
物
地
を
優
雅
で
個
性
的
な
オ

る
会
「
歌
体
操
」

初
日
出
比
時
シ
ニ
ア
ハ
ウ

ス
新
町
(
大
阪
)
寺
嶋
龍
子

問
円
申
込
み
:
・
側
生
活
科
学

研
究
所
内
同
会
官
m
-
5
3
3

・1
4
4
5
(高
橋
)

地
元
民
の
意
思
を
無
視

進
む
第
一

一
処
分
場
建
設
計
画

た
っ
た
一
つ
の
ゴ
ミ
が
、
人
の
命
を
奪

(f
l映
画

『水
か
ら
の
速
達
』
の
訴
-
る
ル
。
東
京

都
西
多
摩
郡
日
の
出
町
に
あ
る
登
戸
沢
三
多
塵
ぬ
域
最
終
処
分
場
は
、
一
九
八
四
年
に
内
陸
型

の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
、
ざ
つ
く
り
と
山
を
削
っ
て
造
ら
れ
た
巨
大
な
処
分
場
た
。
こ
こ
に

は
、
三
多
摩
地
区
二
土
ハ
市
、
一
町
に
住
む
三
百
六
十
万
人
も
の
ゴ
ミ
焼
却
灰
と
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
破
砕
ゴ
ミ
が
、
毎
日
十
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
で
百
台
以
上
持
ち
込
ま
れ
、
埋
め
立
て
ら
れ
て
き
た

今
、
地
元
民
の
薯
宰
無
視
し
て
、
新
た
に
第
二
処
分
場
の
建
霊
歯
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
で
モ
デ
ル
処
分
場
か
、
短
汚
水
漏
れ
の
疑
惑
が
浮
か
び
あ
が
っ
た
の
だ
。

映

画

「

水

か

ら

の

速

達

」

ま

-訴

え

る

で
使
え
な
い
」
と
い
う
の
を
聞

ー

い
て
、
処
分
場
の
汚
水
漏
れ
疑

惑
を
持
ち
、
動
き
始
め
た
人
だ
。

九
二
年
五
月
、
萩
原
さ
ん
は
研

究
者
と
共
同
で
志
茂
さ
ん
の
井

一
戸
の
水
質
を
検
査
。
亜
鉛
、
鉄
、

マ
ン
ガ
ン
な
ど
重
金
属
に
加

え
、
リ
ン
酸
ト
リ
エ
ス
テ
ル
系

の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
添
加
剤
や
枇

索
が
検
出
さ
れ
た
。

処
分
場
の
汚
水
が
漏
れ
、
地

下
水
汚
梁
を
し
て
い
る
と
と
は

誰
の
自
に
も
明
ら
か
だ
が
、
処

と
の
映
画
は
、
『
し
が
ろ
き
二
月
二
日
、
有
楽
町
マ
リ
オ

か
ら
吹
い
て
く
る
風
』
の
撮
影
ン
の
朝
日
ホ
l
ル
で
、
同
映
画

ス
タ
ッ
フ
と
、
『
阿
賀
に
生
き
の
上
映
会
の
あ
と
、
フ
ォ

l
ラ

る
』
(
位
年
、
佐
藤
真
監
督
)
ム
「
雨
が
空
か
ち
降
れ
ば
;
:
:
」

の
上
映
ス
タ
ッ
フ
が
合
流
し
、
が
行
わ
れ
た
。

ゴ
ミ
が
地
下
水
を
汚
探
す
る
と
パ
ネ
リ
ス
ト
は
西
山
、
小
室

い
う
現
実
に
目
を
向
り
、
処
分
さ
ん
に
加
え
頼
原
基
資
(
映
画

場
の
近
隣
に
葛
ち
す
人
々
の
生
出
演
者
)
さ
ん
。

活
と
肉
声
を
、
八
か
月
間
に
わ
萩
原
さ
ん
は
、
現
在
、
櫓
原

た
り
記
録
し
た
も
の
。

(

ひ
の
は
ら
)
村
に
住
ん
で
い

監
督
は
西
山
正
啓
、
音
楽
は
る
が
、
一
昨
年
ま
で
日
の
出
町

小
室
等
さ
ん
で
、
二
人
は
『
ゆ
で
十
一
年
間
暮
ら
し
た
。
谷
戸

ん
た
ん
ざ
沖
縄
』
『
し
が
ち
き
沢
処
分
場
か
ら
約
三
百
メ
1
ト

か
ら
吹
い
て
く
る
風
』
な
ど
で
・
ル
離
れ
た
場
所
に
住
む
志
茂
さ

一
緒
に
仕
事
を
し
て
い
る
。
ん
が
、
「
井
一
戸
水
が
臭
く
な
っ

汚染された志茂さん宅の井戸水。知らない人がのむとい
けないのでrこの水はのめません」の木札が置かれている

右
か
ら
西
山
、
萩
原
、

小
室
式

λ

【
材
料
】

(4
人
分
)

セ
ロ
リ
l
ア
ク
(
根
セ
ロ

リ
l
/
手
に
入
ち
な
い
場
合

は
普
通
の
セ
ロ
リ
l
)
・:

削
g
、
じ
ゃ
が
い
も
(
大
)

:・
l
個
、
パ
タ
l
:
大
さ
じ

2
、
牛
乳
・
:刷
∞
、
水

:-m

∞
、
水
:・

m
m、
固
形
プ
イ

砂129 ~

幡Y

第 1056号

ヨン・
:
l個
、
塩
:
・
小
さ
じ

凶
、
ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ
l
:・小

さ
じ
凶
、
ベ
イ
リ
ー
ブ
ス
:・

1
枚
、
ク
ロ

l
ブ
・:
l個、

オ
l
ル
ス
パ
イ
ス
・:l
個

【
作
り
方
】

①
セ
ロ
リ
l
ア
ク
は
、

少

し
厚
め
に
皮
を
む
き
5
佃
に

切
る
。
普
通
の
セ
ロ
リ
l
の

場
合
は
、

5
仰
の
長
さ
に
切

る
。
じ
ゃ
が
い
も
の
皮
を
む

き
、
四
つ
切
り
に
し
て
お
く
。

②
鍋
に
材
料
金
部
を
入

れ
、
中
火
で
、
野
菜
類
に
火

が
通
る
ま
で
煮
る
。

③
ム
l
ラ
ン
か
裂
と
し
器

で
、
②
を
こ
し
、
少
自
の
パ

タ
l
(分
担
外
)
を
加
、ぇ、塩、

ホ
ワ
イ
ト
ペ
パ

1
で
味
を
と

と
の
え
る
。
も
っ
た
り
し
た

固
さ
に
仕
上
げ
る
の
が
コ

ッ。
つ
り
合
わ
せ
、
あ
る
い
は

一
品
料
理
と
し
て
楽
し
ん
で

下
さ
い
。
〈ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
)
牛
乳
と
パ
タ
!
の
臭
み
を

弱
め
る
た
め
に
、
ク
ロ
l
ブ

を
使
っ
て
い
ま
す
。
使
っ
た

こ
と
が
分
か
ら
な
い
よ
う
に

使
う
の
が
ポ
イ
ン
ト
。
直
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

(資
料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン

家
庭
和
学
研
究
所
/
料
理
指

導
・
園
田
ヒ
ロ
子
/
イ
ラ
ス

ト
・
細
田
貞
一

〉

3 

月

「
日
本
で
暮
ら
す

外
国
人
の
学
習
権
」

{月
刊
社
会
教
育

編
集
部
編

醐

後

嗣

湾

問
和
側

聞
…肝
…制ま
さ
に
今
日
的
な
テ
l
マ
の

本
で
あ
る
。
い
ま
日
本
に
は
総

人
口
一
億
二
千
万
人
の
一
婚
を

越
え
る
百
五
十
万
人
ほ
ど
の
外

国
国
籍
の
人
々
が
暮
ら
し
て
い

「
オ
イ
シ
イ
干
し
魚
入
り

ス
i
プ
を
発
見
し
た
ん
だ
げ

ど
一
緒
に
食
べ
に
行
か
な
い

?」
Y
子
さ
ん
か
ら
誘
わ
れ

た
。
彼
女
は
東
京
の
下
町
育

ち
だ
が
、
今
は
バ
ン
コ
ク
に

住
み
、
日
本
語
雑
誌
の
編
集

を
し
て
い
る
キ
ャ
リ
ア
・
ウ

ー
マ
ン
。
タ
イ
料
理
は
何
で

も
好
き
で
、
仕
事
で
地
方
に

へ
行
っ
て
も
、
そ
の
土
地
の

「
オ
イ
シ
イ
物
」
を
心
お
き

な
く
口
に
す
る
と
と
が
で
き

る
日
本
人
(
何
年
住
ん
で
も

日
本
食
を
求
め
て
や
ま
な
い

ヒ
ト
も
多
い
)
で
あ
る
。
そ

れ
だ
り
に
、
自
分
で
オ
イ
シ

イ
グ
と
思
っ
て
も
他
の
日
本

人
が
オ
イ
シ
イ
と
思
う
か
心

配
に
な
る
と
と
が
あ
る
と
打

ち
明
白
た
乙
と
が
あ
る
。

そ
の
干
し
魚
入
り
ス
i
ブ

を
出
す
屈
は
、
-
バ
ン
コ
ク
市

内
の
住
宅
街
に
あ
っ
た
。
近

く
に
は
高
級
ブ
テ
ィ
ッ
ク
や

夜
間
照
明
設
備
の
あ
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
も
あ
っ
た
り
し

て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
お
酒
落

れ
。
壁
や
テ
ー
ブ
ル
ク
ス
ロ

ス
に
は
、
タ
イ
各
地
の
伝
統

的
布
地
を
配
し
、
一
戸
外
の
昌

さ
が
ウ
ソ
の
様
な
涼
し
気
な

空
間
で
あ
る
。
自
の
保
養
に

と
時
折
乙
の
あ
た
り
を
探
索

す
る
Y
子
さ
ん
が
、
あ
る
日

見
つ
け
て
入
り
感
動
し
た
ス

ー
プ
だ
と
言
う
。

さ
て
、
お
目
当
て
の
ス
ー

プ
は
「
ケ
l
ン
・
ノ
l
ク・

モ
1
」
。
揚
げ
魚
と
野
菜
(
竹

噌
d
田清ぬ

恥川
ν臥

n
u
qr
 

申注川wnν 
ブリ

の
子
、
キ
ノ
コ
)
の
入
っ
た

辛
く
て
(
生
麿
辛
子
が
た
っ

ぷ
り
)
澄
ん
だ
ス
l
プ
(
タ

イ
で
は
西
洋
料
理
の
コ
ン
ソ

メ
と
ポ
タ
ー
ジ
ュ
の
よ
う
に

分
類
さ
れ
て
表
現
さ
れ
る
)

だ
っ
た
。
こ
の
揚
げ
魚
は
タ
イ
で
最

も
一
般
的
な
魚
、
プ
ラ
1
・

サ
ム
リ
l
(ブ
リ
の
一
種
)

を
干
し
、
さ
ち
に
油
で
カ
ラ

リ
と
揚
げ
て
あ
る
。
身
が
ホ

ッ
ク
リ
と
言
う
よ
り
、
脅
部

分
が
多
く
、
シ
ャ
ソ
、
カ
リ
ッ

と
香
ば
し
い
。
ス
ー
プ
も
ス

パ
イ
ス
の
香
り
豊
か
な
複
雑

な
味
と
い
う
よ
り
ナ
ム
・
プ

ラ
l
(魚
醤
)
も
漕
味
で
淡

白
。
百
構
え
に
し
て
は
素
朴

で
あ
る
。
「
ほ
ら
、
乙
ん
な
魚
昔
食

べ
な
か
っ
た
?
」
と
Y
子
さ

ん
。
そ
つ
だ
、
私
の
祖
母
が

音
作
っ
た
お
つ
ゆ
だ
。
煮
魚

が
ア
ジ
の
時
、
残
っ
た
骨
部

分
を
油
で
揚
げ
、
熱
々
の
汁

を
掛
け
て
作
っ
た
っ
け
。

「
ス
パ
イ
シ
!
な
タ
イ
料

理
の
合
聞
に
、
こ
う
い
う
の

っ
て
の
オ
イ
シ
イ
よ
ね
」
と

子
供
時
代
を
懐
か
し
む
Y
子

さ
ん
だ
っ
た
。
(
戸
田
杏
子
)

工ビの冷凍法
冷凍魚を解凍したものを再び

凍らせると鮮度が溶ちまずくな

る。エビは一度も冷凍してない

ものを手に入代るのが困難だか

ら、残ったものをまた冷凍する

のはむずかしU、。あらかじめ身

崩れを計算し、浅めの容器にエ

ビを氷と一緒に入れ凍ちせる。

背ワタは生臭みの原因となるの

で必ず取り除く。

ケ
ア
(
泊
分
)
無
料
申
込

み
:
・
官
附
・

8
6
2
・
5
0
5

主
催
・・・側
横
浜
市
女
性
協

ho 
A
E
 V
タ
l
ナ
1
銅
版
画
の
世
界

幻
日
間
ま
で
9
時
加
分
l
げ

時
※
月
瞳
休
館
富
士
美
術
館

タ
l
ナ
l
後
期
の
油
彩
画
、
水

彩
画
、
素
描
を
原
画
に
銅
版
画

室

タ
l
ナ
l
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

の
中
か
ら
叩
点
を
展
示
大
人

間
円
、
大
高
生
側
円
、
中
小
生

別
円
※
団
体
劃
引
有
り
間
合

せ
・:
同
美
術
館
宮

0
5
4
4
・

日
・
2
5
5
0

回大日本水産会・

おさかな普及協議会

「 一手+斗臣官官τ~一一一← e 
元日ζ室主E主尾邑主U者主討f}

案

引

っ

ば

き

展

本

年

度

の

安

井

賞

・

本
田
希
枝

2
日
附
i
7日
間

西
武
百
の
「
漂
流
者
」
を
は
じ
め
、
入

賞
庖
池
袋
庖
7
階
「
つ
ば
き
選
作
品
時
点
を
屋
覧
一
般
側

の
栽
培
教
室
「
つ
ば
き
何
で
円
、
大

・
高
生
側
円
※
前
売
り

も
相
談
」
を
は
じ
め
多
彩
な
講

・
団
体
割
引
有
り
問
合
せ
・:

師
に
よ
る
「
つ
ば
き
フ
ォ

l
ラ
有
楽
町
西
武
官
閃・

3
2
8
6

ム
」
の
開
催
、
別
種

l万
本
の
・

ol--附

つ
ば
き
の
鉢
植
え
、
苗
木
な
ど

V
ビ
デ
オ
上
映
会
「
安
心
し

の
販
売
入
場
無
料
主
催
:
・
て
老
い
る
た
め
に
北
欧
の
老

日
本
ツ
バ
キ
協
会
、
西
武
舞
鶴

人
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

農
場

5
日
出
凶
時
横
浜
女
性
フ

V
「
第
釘
目
安
井
賞
展
」
ォ

l
ラ
ム
(
戸
塚
駅

7
分〉

ーーー
弧
の
深
奥
か
ら
|

|

デ

ン

マ

ー

ク

・
あ
る
都
市
の
例

4
日
幽

im目
岡
山
時
l
凶

(担
分
)
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

時
有
楽
町
ア
l
ト
・
フ
ォ
l

老
人
福
祉
の
方
向
(
仏
分
)
、

V
つ
ば
き
の
あ
る
生
活
の
提
ラ
ム
(
有
楽
町
西
武
B
館
)
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
医
療
と
在
宅

て
、
そ
の
約
半
分
の
七
十
万
人
と
「
ふ
れ
あ
い
館
」
建
設
、
千
と
な
る
。
外
国
人
市
民
が
伺
を

が
韓
国
朝
鮮
籍
、
全
体
の
九
五
葉
県

・
鳴
浜
小
の
韓
国
語
の
授
求
め
て
い
る
か
知
ろ
う
-と
せ
ず

%
以
上
が
中
園
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
業
、
神
奈
川
県
国
際
交
流
堅
冨
に
一
方
的
に
と
と
ば
を
教
え
る

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ペ
ル
l
、
ベ
ト
の
「
と
と
ば
の
地
図
」
作
成
、
の
は
外
国
人
妻
に
「
早
く
日
本

ナ
ム
な
ど
の
ア
ジ
ア
系
の
人
々
東
京
都
江
戸
川
葛
西
中
・
小
学
人
に
な
っ
て
く
れ
」
と
求
め
る

だ
と
い
う
。
‘日
本
国
籍
を
持
つ
校
の
日
本
語
学
級
、
大
阪
の
副
の
と
同
じ
で
、
単
に
同
化
を
求

て
い
る
人
々
も
加
え
れ
ば
、
毘
読
本

『
サ
ラ
ム
』
の
到
付
、
対
め
て
い
る
乙
と
に
な
る
。
「
韓

族
的
背
景
を
異
に
す
る
人
々
の
馬
の
ハ
ン
グ
ル
購
座
、
公
民
館
国
に
お
け
る
外
国
人
問
題
と
多

総
数
は
約
五
十
人
に
一
入
、
外
や
図
書
館
の
実
践
活
動
な
ど
の
文
化
教
育
」
に
H

韓
国
人
の
常

国
人
と
接
す
る
暮
ら
し
は
他
人
事
例
報
告
を
読
む
と
、
ど
れ
も
識
あ
る
い
は
教
養
の
組
み
替
え

事
で
は
な
く
な
っ
た
。
共
通
し
た
見
解
を
出
し
て
い
も
欠
か
せ
な
い
μ

と
あ
る
が
、

そ
れ
ら
の
在
日
外
国
人
の
生
る
。

日

本

人

も

同
様
な
の
が
わ
か

活
、
文
出
、
健
康
の
問
題
に
つ
そ
れ
は
、
外
国
人
問
題
は
自
る
。

い
て
直
接
か
か
わ
っ
て
き
た
施
分
た
ち
の
社
会
の
問
題
だ
と
い
末
尾
に
関
連
の
規
約
、
条
約
、

設
職
員
や
教
員
、
市
民
、
研
究
う
点
だ
。
在
日
外
国
人
の
学
習
協
定
、
法
律
な
ど
が
質
料
と
し

者
が
、
『
月
間
社
会
教
育
』
に
権
が
基
本
的
な
人
権
と
し
て
保
て
添
え
ら
れ
、
関
係
者
は
も
と

報
告
し
た
も
の
を
中
心
に
編
集
障
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
国
際
化
時
代
に
む
け
て
役

さ
れ
た
の
が
本
.
で
あ
る
。
乙
そ
自
分
た
ち
の
人
権
に
つ
い
立
つ
一
審
。
(曙
)
(
国
土
社

川
崎
市
教
育
委
員
会
の
試
み
て
の
認
識
の
低
さ
を
示
す
も
の

千
八
百
円
)

つ

、

新しい乾太くんは、乾燥時聞をぐっと絡めて

4kg約40分の実力で私しかもファジィ制御で、
衣類の量や賞、湿り具合を見分けて、ガスの

燃焼量や時間るきめ細かく自動段定。速いの

に、衣頚にはやさしい。雨でも、夜でも、朝でも.

忙しくても。軍主かなかったら.乾かしましょう。

。

雨でも唄って、スピード乾燥。
天気がどうであれ洗，誕物はで弘だか /~~ 片〉グ
ら雨ならたまる。新しい乾太〈んは4kg約 げλ舵功-;:;:'¥
40分の実力て二多めの衣類もしっかり乾 Tf{'1!、'笹山
燥。r乾かせなかったら、乾かしましょう。J I 'V V ¥ 

朝でも唄って、スピード乾燥。
あわただしい朝なのに、今日も運動着 ((YI、r
が必要とかは、よくある館。乾太〈ん i.F J~ ，1)c 
があれば、あわてながらもすばや〈乾.e・ 公《ど~

燥。rもう、昨日のうちに雷いなさいよ。 ¥ ¥， ¥ 

忙しくても唄っtスヒ」ド乾燥。
これから州事制、消制干したま ね ゐ
ま。「お天気は、ときどきあっきり裏切る タ移安ノ阪S沼
LoJ乾太〈んなら、お出掛け前でも後で 771/1、入、、
も、お天気を気にせ1にふっくらと乾燥。 f! ¥、

夜でも唄って、スピード乾燥。
お仕事をお持ちの奥織は「夜だけど}先 、バ?“
>lJする二とも。こんどの乾太くんは、パ A 刃梓11
スタイムの問にも乾燥侵了。火力も強い い時ミ攻、〆/
乾太〈んは、殺菌効果も日光と同じて仇 ¥、文X

j 
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新/登/場
ガス衣類乾燥機<MA-04I>-S>
希望小売価格93.000円(税・工事費~J)


